
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

安史の乱による唐の東北政策の後退と渤海の小高句
麗国占領

日野, 開三郎

https://doi.org/10.15017/2320983

出版情報：史淵. 91, pp.1-36, 1963-07-31. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の

後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領

日

野

開

良E

天
宝
十
四
年
（
七
五
五
）
十
一
月
甲
子
、
活
陽
・
平
宜
・
河
東
三
節
度
使
安
禄
山
、
所
部
の
兵
及
び
同
羅
・
柔
・
契
丹
・
室
章
等
の
蛮
兵
共

註

加

・

せ
て
十
五
万
を
以
て
指
腸
に
叛
し
、
衆
二
十
万
と
呼
号
す
。
箔
陽
節
度
副
使
買
循
を
し
て
活
陽
を
、
平
虚
軍
節
度
副
使
呂
知
詩
を
し
て
平
慮

親
ら
兵
を
率
ゐ
て
南
下
判
明
歩
騎
精

を
、
別
将
高
秀
巌
を
し
く
大
聞
を
守
ら
し
め
、

そ
の
子
安
慶
緒
を
留
守
の
総
帥
と
し
て
活
陽
に
置
き
、

鋭
、
煙
盛
万
里
、
鼓
諜
天
地
を
震
は
す
。
時
に
海
内
久
し
く
承
平
、
百
姓
累
世
兵
革
を
識
ら
ず
、

E
つ
河
北
は
彼
の
統
内
な
る
を
以
て
、
過
ぎ
る

所
の
州
県
、
或
は
風
を
望
ん
で
出
迎
し
、
或
は
狼
狽
蔵
匿
し
て
一
人
の
抗
拒
す
る
者
な
く
、
東
都
洛
陽
忽
ち
に
し
て
陥
り
、
翌
至
徳
元
年
、
首

都
長
安
亦
敵
手
に
わ
た
る
。
玄
宗
成
都
に
蒙
塵
し
、
太
子
霊
武
に
逃
れ
、
互
の
聯
絡
を
失
ひ
、

太
子
即
位
を
行
ふ
（
粛
宗
）
。

大
唐
極
盛
の
夢

は
一
瞬
に
し
て
破
れ
、
今
や
崩
壊
の
危
機
に
迫
ら
れ
た
が
、
翌
二
年
、
禄
山
は
慶
緒
に
殺
さ
れ
、
慶
緒
は
史
思
明
に
殺
さ
れ
（
乾
元
二
年
H
七

五
九
）
、
史
思
明
は
子
の
史
朝
義
に
殺
さ
れ
〈
上
元
二
年
H
七
六
一
）
、

史
朝
議
は
そ
の
将
李
懐
仙
に
殺
さ
れ
（
広
徳
元
年
目
七
六
三
）
、

李
懐

仙
降
っ
て
、
さ
し
も
の
大
乱
も
九
年
を
経
て
賊
軍
内
部
の
相
次
ぐ
内
証
に
漸
く
終
熔
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
此
の
間
、
天
下
騒
動
し
て
正
に
鼎

の
沸
く
が
如
く
、
乱
後
も
賊
の
余
撃
尚
河
北
に
盤
拠
し
節
度
使
と
し
て
朝
命
に
抗
し
、
叉
乱
を
機
と
し
て
内
地
に
普
く
列
置
せ
ら
れ
た
藩
鎮
が

日
益
し
に
騎
横
暖
麗
を
還
し
く
し
、
か
く
て
玄
宗
中
興
の
盛
世
は
全
く
覆
り
、
最
後
に
唐
朝
の
命
脈
も
騎
藩
の
手
に
よ
っ
て
絶
た
れ
た
の
で
あ

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
激
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
激
海
の
小
高
句
麗
園
占
領
〈
日
野
）

る
乱
中
乱
後
に
於
け
る
国
歩
の
多
難
、
国
力
の
消
耗
疲
弊
は
必
然
的
に
対
外
威
信
を
失
墜
し
、
加
ふ
る
に
大
乱
鎮
定
に
回
路
等
の
外
援
を
借
り

た
こ
と
か
ら
彼
等
の
軽
侮
侵
暴
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
唐
の
政
局
は
安
史
の
乱
を
境
に
内
外
共
に
一
変
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
乱
勃
発

前
の
大
唐
の
国
力
が
余
り
に
も
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
凋
落
が
粛
し
た
内
外
へ
の
影
響
も
広
大
深
刻
で
あ
っ
た
。
殊
に
東
北
の
諸
勢
力
、

即
ち
溺
海
・
小
高
句
麗
・
柔
・
契
丹
等
の
聞
に
捲
き
記
さ
れ
た
波
紋
は
、
彼
等
が
此
の
大
乱
の
中
心
と
な
っ
た
地
区
に
於
い
て
唐
境
に
隣
接
し

て
ゐ
た
だ
け
に
特
に
大
き
か
っ
た
。
安
史
の
大
乱
が
小
高
句
麗
を
中
心
と
す
る
国
際
関
係
に
与
へ
た
最
大
の
変
化
は
、
九
此
れ
を
一
口
に
掩
へ

ば
、
小
高
句
麗
の
唐
の
麗
膿
か
ら
の
離
脱
と
そ
れ
に
代
る
崩
海
の
小
高
句
麗
支
配
で
あ
る
。
よ
っ
て
先
づ
唐
が
大
乱
の
為
に
東
北
面
控
制
の
力

を
喪
ひ
、
そ
の
璃
康
体
制
が
崩
壊
し
て
行
く
過
程
を
考
察
し
、
次
い
で
崩
海
の
小
高
句
麗
占
領
の
事
実
を
考
証
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
節
唐
の
小
高
句
麗
国
に
対
す
る
宗
主
権
の
喪
失

唐
の
東
北
面
控
制
の
最
前
緯
武
力
機
関
は
平
虚
軍
節
度
使
で
あ
り
、
そ
の
背
後
か
ら
此
れ
を
大
き
く
支
へ
て
ゐ
た
の
は
河
北
（
活
陽
）
節
度

使
で
あ
る
が
、
此
れ
ら
の
諸
藩
が
安
史
叛
乱
軍
の
地
盤
で
あ
っ
た
以
上
、
大
乱
の
勃
発
が
直
ち
に
唐
の
東
北
政
策
に
致
命
的
影
響
を
与
へ
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
倹
た
ず
し
て
明
か
で
あ
る
。
然
し
最
前
線
の
平
慮
藩
が
大
乱
申
に
ど
の
様
な
動
き
を
示
し
、
ど
の
様
な
役
割
を
つ
と

め
た
か
は
、
小
高
句
麗
固
に
直
接
至
大
の
影
響
を
も
っ
問
題
と
し
て
具
体
的
に
詳
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
乱
中
の
平
虚
藩
は
初
め
勤
王
・
叛
乱

の
両
派
に
分
れ
、
次
第
に
勤
王
側
に
固
ま
っ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
為
に
叛
乱
軍
の
巣
穴
た
る
沼
陽
の
背
後
に
孤
立
し
、
や
が
て
没
落
し
て
終
っ

た
。
唐
の
小
高
句
麗
固
に
対
す
る
宗
主
権
の
失
墜
は
此
の
平
虚
軍
節
度
使
の
没
落
に
そ
の
実
相
を
映
出
し
て
お
り
、
然
も
関
係
史
料
の
極
め
て

乏
し
い
小
高
句
麗
国
の
乱
中
に
お
け
る
唐
と
の
関
係
を
追
究
し
得
る
途
は
殆
ん
ど
此
の
平
虚
藩
の
没
落
過
程
の
考
察
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ

を
過
言
で
な
い
。



第
一
項

平
慮
軍
節
度
使
の
没
落

安
禄
山
の
挙
兵
に
際
し
て
活
陽
の
固
め
を
委
せ
ら
れ
た
買
循
は
よ
く
一
藩
を
纏
め
て
安
禄
山
を
援
け
た
が
、
平
慮
を
托
せ
ら
れ
た
呂
知
語
は

安
東
都
護
府
の
勤
王
派
に
妨
げ
ら
れ
て
挙
藩
態
勢
の
形
成
に
失
敗
し
、

鑑
芝
至
徳
元
年
四
月
末
の
条
に

安
禄
山
使
平
慮
節
度
使
日
知
語
誘
安
東
副
大
都
護
馬
霊
祭
同
殺
之
。

と
あ
り
、
旧
唐
書
問
子
劉
全
諒
伝
に

知
語
遂
受
逆
命
。
誘
殺
安
東
副
都
護
・
保
定
寧
使
馬
霊
即
時
一
一

逆
に
勤
王
側
の
挙
藩
態
勢
を
固
め
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
資
治
通

と
あ
る
如
く
、
安
禄
山
に
よ
っ
て
平
庫
節
度
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
呂
知
語
は
安
東
副
大
都
護
兼
保
定
軍
使
の
馬
霊
答
を
誘
殺
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ

は
馬
霊
容
が
禄
山
側
に
服
し
な
か
っ
た
こ
と
、
即
ち
勤
王
側
に
立
っ
た
為
に
相
違
な
く
、
お
び
き
出
し
て
殺
し
た
の
は
保
定
寧
と
の
交
戦
を
避

け
る
為
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
此
の
誘
殺
事
件
に
対
す
る
都
護
府
側
と
平
塵
軍
側
と
の
反
響
を
見
る
に
、
資
治
通
鑑
の
上
文
の
続
き
に

平
虚
遊
突
使
武
捗
劉
客
奴
・
先
鋒
使
董
秦
及
安
東
将
王
玄
志
。
同
謀
討
諒
知
語
。

と
あ
り
、
劉
全
諒
伝
に

客
奴
与
平
虚
諸
将
同
議
。
取
知
諦
殺
之
。

と
あ
り
、
同
巻
・
李
忠
臣
（
旧
名
童
秦
）
伝
に

至
平
麗
筆
先
鋒
使
。
及
禄
山
反
。
与
其
倫
輩
密
議
。
殺
偽
節
度
目
知
詩
。

と
あ
っ
て
、
平
慮
軍
の
幹
部
軍
将
た
る
先
鋒
使
董
秦
や
遊
要
使
劉
客
奴
等
が
都
護
府
側
の
軍
将
王
玄
志
等
と
共
に
目
知
講
を
殺
し
た
こ
と
を
伝

へ
て
ゐ
る
。
即
ち
平
慮
藩
の
牙
軍
た
る
平
虚
軍
の
内
部
も
勤
王
派
が
寧
ろ
有
力
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
所
で
安
東
の
将
王
玄
志
の
呂
知
諦
諒
殺

参
加
に
就
い
て
劉
全
諒
伝
の
上
文
の
続
き
に
は

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

四

の
遣
与
安
東
将
王
玄
志
遥
相
応
接
。

と
あ
っ
て
、
王
玄
志
は
抹
殺
に
は
直
接
手
を
下
す
こ
と
な
く
、
遥
か
に
都
護
府
か
ら
時
応
声
援
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
か
に
し
て
ゐ

る
。
所
で
此
れ
ま
で
の
平
虚
軍
や
都
謹
府
の
活
動
に
都
護
の
消
息
が
全
然
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
此
れ
は
専
任
の
都
護
が
任
命
せ
ら
れ
て
ゐ

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
専
任
の
都
護
が
屡
々
歓
け
て
ゐ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
副
大
都
護
の
馬
霊
答
は
都

護
の
任
を
代
行
し
て
ゐ
た
事
実
上
の
長
官
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
思
ふ
に
事
実
上
の
都
護
府
長
官
た
る
馬
霊
答
は
天
宝
二
年
の
大
軍
拡
に
よ

っ
て
そ
の
周
辺
に
少
く
と
も
七
軍
団
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
都
護
府
の
軍
事
力
を
背
景
に
し
て
勤
王
側
に
立
ち
、
潜
か
に
平
慮
軍
の
内
部
に

も
働
き
か
け
、
相
当
の
同
志
を
獲
得
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
時
叛
軍
側
の
呂
知
諦
が
感
づ
き
、
恐
ら
く
同
士
山
を
粧
っ
て
誘
殺
し
た
の
で

あ
ら
う
。
長
官
を
失
っ
た
都
護
府
側
は
宿
将
王
玄
志
が
志
を
継
ぎ
、
平
慮
寧
内
の
同
志
と
仔
応
し
て
呂
知
龍
を
痘
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
唐

註
描

朝
は
彼
等
の
勤
王
を
嘉
賞
し
て
劉
客
奴
（
正
臣
と
改
名
）
を
平
虚
節
度
使
に
、
董
秦
を
平
虚
兵
馬
使
に
、
王
玄
志
を
安
東
副
大
都
護
・
保
定
軍

枠
内
印
刷

使
に
任
じ
た
。

安
禄
山
派
を
諒
し
て
平
宜
藩
を
勤
王
側
に
固
め
た
劉
正
臣
等
は
直
ち
に
海
上
よ
り
使
者
を
送
っ
て
顔
真
卿
に
聯
絡
を
と
っ
た
。
資
治
通
鑑
の

上
文
の
続
き
に

遺
使
撤
海
。
与
顔
真
卿
相
問
。
請
取
沼
腸
以
自
効
。

と
あ
り
、
新
唐
書
雄
一
一
一
顔
真
卿
伝
に

会
平
虚
将
劉
E
臣
。
以
漁
陽
帰
真
卿
。

ム』品の句。。

漁
陽
郡
は
前
州
で
、

活
陽
節
度
使
の
巡
属
で
あ
り
、
一
平
虚
の
管
域
外
で
あ
る
。
従
っ
て
漁
陽
を
以
て
帰
属
し
た
と
云
ふ
の
は
柳
城

（
営
州
）
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
の
考
へ
が
抱
か
れ
る
が
、

割
い
て
置
い
た
州
郡
で
、
新
唐
書
雄
一
一
一
地
理
志
・
河
北
道
・
繭
州
の
条
に
依
れ
ば
、
河
北
よ
り
吐
護
真
水
（
老
暗
河
）
流
域
の
柔
や
そ
の
北
方

一
概
に
さ
う
も
断
言
で
き
な
い
。
繭
州
漁
陽
郡
は
開
元
十
八
年
に
幽
州
の
一
部
を



の
室
掌
に
通
ず
る
交
通
上
の
要
衝
を
な
す
と
共
に
、
そ
の
三
管
県
の
う
ち
郭
下
の
漁
陽
県
に
は

有
平
虜
渠
。
傍
海
穿
漕
以
避
海
難
。
叉
其
北
穣
水
為
溝
以
拒
契
丹
。
皆
神
龍
中
槍
州
刺
史
萎
師
度
開
。

と
あ
る
如
く
、
北
方
民
族
の
侵
題
に
備
へ
る
水
渠
や
漕
運
用
の
水
路
が
作
ら
れ
て
お
り
、
漕
路
は
海
速
に
連
っ
て
ゐ
た
、
従
っ
て
平
慮
節
度
使

に
任
ぜ
ら
れ
た
劉
正
臣
は
沼
陽
の
巡
属
た
る
翻
州
に
攻
め
込
み
、
そ
こ
か
ら
海
上
遺
使
し
て
顔
真
卿
に
聯
絡
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
此
の
海

上
遣
使
は
勤
王
派
の
立
場
を
宣
明
し
た
平
虚
務
の
今
後
の
運
命
に
も
関
は
る
重
大
な
意
義
を
も
っ
た
も
の
で
、
充
分
詳
考
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。

顔
真
卿
は
安
禄
山
の
挙
兵
当
時
に
平
原
郡
太
守
（
徳
州
刺
史
。
徳
州
は
河
北
道
に
属
し
、
今
の
山
東
省
の
徳
県
）
の
職
に
在
り
、
玄
宗
を
し
て

「
河
北
二
十
四
郡
、
宣
無
一
忠
臣
乎
」
と
嘆
ぜ
し
め
た
際
に
真
先
に
義
兵
を
あ
げ
、
清
河
郡
（
員
州
。
今
の
清
河
岡
県
）
博
平
郡
（
博
州
、
今
の

明
城
県
の
西
北
）
等
と
協
力
し
て
黄
洞
の
線
を
守
り
、
賊
軍
の
南
下
を
防
止
す
る
こ
と
に
つ
と
め
、
至
徳
元
年
十
月
に
至
り
史
思
明
等
の
攻
撃

を
支
へ
得
ず
し
て
南
に
去
っ
た
も
の
で
、
約
一
年
間
、
黄
河
の
流
域
に
活
躍
し
て
ゐ
た
。
平
宜
よ
り
越
海
遣
使
の
あ
っ
た
至
徳
元
年
四
月
当
時

の
彼
は
珂
北
招
討
使
と
し
て
此
の
方
面
の
勤
王
軍
の
総
指
揮
に
当
り
、
右
三
郡
の
外
に
鏡
陽
・
河
間
・
景
域
諸
郡
（
深
・
蹴
・
治
諸
州
）
や
河

註
湖

南
道
の
楽
安
郡
（
様
州
）
等
、
富
韓
を
以
て
知
ら
れ
た
諸
州
を
収
め
、
大
い
に
勢
威
を
張
っ
て
ゐ
た
。
平
屋
か
ら
の
越
海
遣
使
を
受
け
た
真
卿

は
、
先
掲
資
治
通
鑑
の
統
文
に

真
卿
遣
判
官
買
載
粛
糧
及
戦
士
衣
助
之
。
真
卿
時
唯
一
子
頗
。
続
十
余
載
。
使
詣
客
奴
為
質
。

と
あ
り
、
新
唐
書
の
伝
の
続
文
に

遺
賢
載
越
海
遣
軍
資
十
余
万
。
以
子
頗
為
質
。
頗
甫
十
歳
。
軍
中
国
請
留
之
。
不
従
。

と
あ
る
如
く
、
判
宮
の
買
載
を
宰
領
と
し
て
糧
衣
等
大
量
の
軍
需
品
を
海
上
か
ら
一
平
虚
に
送
附
し
、
然
も
一
人
息
子
を
人
質
と
し
て
平
虚
に
送

っ
て
ゐ
る
。
軍
需
品
の
輸
送
は
平
虚
の
要
請
に
応
じ
た
も
の
に
相
違
な
く
、
質
子
の
提
供
は
此
の
軍
需
品
の
輸
送
補
給
を
今
後
も
継
続
す
べ
き

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

五



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
櫛
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

占，、

確
約
の
証
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
平
鹿
の
越
海
遣
使
の
目
的
に
就
い
て
、
資
治
通
鑑
は
た
だ
「
取
活
陽
以
自
効
」
せ
ん
と
の
意
図
巻
表
明

し
た
こ
と
の
み
を
記
し
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
か
う
し
た
意
図
の
表
明
と
共
に
、
比
の
意
図
の
実
現
を
援
け
る
補
給
要
請
の
目
的
を
も
併
せ

も
っ
て
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
平
宜
藩
の
兵
力
は
藩
外
か
ら
の
大
量
補
給
な
く
し
て
は
保
持
で
き
ず
、
従
っ
て
早
く
よ
り
海
運
使
が
お
か
れ
、

天
宝
時
代
に
入
つ
て
は
陸
運
使
も
追
設
せ
ら
れ
、
陸
運
は
沼
陽
の
所
管
地
区
た
る
河
北
を
通
過
し
、
海
運
も
亦
沼
陽
藩
が
掌
っ
て
ゐ
た
こ
と
、
先

に
詳
考
し
た
如
く
で
あ
る
。
従
っ
て
新
平
虚
節
度
使
劉
正
臣
が
勤
王
の
立
場
を
明
か
に
し
、
叛
軍
の
根
拠
た
る
沼
陽
と
の
抗
争
を
敢
行
す
る
以

上
、
そ
れ
は
従
来
か
ら
の
海
陸
補
給
の
断
絶
を
意
味
し
、
新
に
補
給
源
を
獲
得
し
な
い
限
り
、
物
資
の
面
か
ら
自
滅
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば
再

こ
こ
に
越
海
遣
使
の
切
実
な
要
因
が
寄
し
て
ゐ
た
と
云
へ
る
。
海
上
輸
送
の
宰
領
と
な
っ
た

買
載
と
そ
の
使
用
船
と
に
就
い
て
参
考
す
べ
き
は
資
治
通
輔
さ
天
宝
十
四
年
十
二
月
の
条
の
顔
真
卿
が
初
め
て
勤
王
の
義
軍
事
伊
】
募
っ
た
こ
と

ぴ
叛
乱
側
に
屈
す
る
外
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

を
記
し
た
続
き
に
見
え
る
左
の
記
事
で
あ
る
。

禄
山
以
海
運
使
劉
道
玄
摂
景
城
（
治
州
）
太
守
。
清
池
（
南
町
内
郭
）
尉
買
載
・
塩
山
尉
河
南
穆
寧
共
斬
道
玄
。
得
其
甲
位
五
十
能
船
。
酔
。
真

卿
召
載
・
寧
及
清
河
尉
張
櫓
詣
平
原
計
事
。

比
れ
に
依
れ
ば
、
買
載
は
治
州
郭
下
県
の
警
察
長
官
で
、
安
禄
山
の
海
運
使
兼
治
州
知
事
を
斬
り
、
そ
の
所
管
の
船
舶
を
収
め
て
真
卿
に
帰
し

た
者
で
あ
る
。
五
十
余
船
の
甲
伎
は
安
禄
山
が
や
が
て
そ
の
寧
を
東
南
支
那
に
南
下
せ
し
め
る
際
の
海
上
武
器
補
給
を
期
し
て
ゐ
た
も
の
で
み

ら
う
。
そ
の
船
舶
武
器
の
捕
獲
は
勤
王
軍
に
資
助
す
る
所
至
大
で
あ
っ
た
に
栢
違
な
く
、
顔
真
卿
が
平
慮
の
要
請
に
応
へ
て
直
ち
に
大
量
の
物

資
を
海
送
し
得
た
所
以
の
一
は
此
の
海
船
（
船
員
を
含
め
た
）
の
捕
獲
に
在
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
叉
賓
載
が
海
送
の
宰
領
に
当
っ
た
の
は
、

彼
が
海
運
使
の
基
地
の
警
察
長
官
と
し
て
海
運
事
情
に
明
る
か
っ
た
こ
と
と
、
船
舶
捕
獲
者
た
る
因
縁
と
に
因
る
の
で
あ
ら
う
。

平
虚
藩
の
要
請
を
受
け
た
当
時
の
顔
真
卿
が
支
配
し
て
ゐ
た
七
州
の
地
域
は
当
時
の
天
下
屈
指
の
富
裕
地
で
あ
っ
た
。
新
唐
書
の
地
理
志
に

よ
っ
て
七
州
の
県
数
・
戸
口
数
及
び
主
要
土
貢
品
目
を
表
示
す
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
を
同
年
の
天
下
の
州
数
三
百
二
十
八
、
県
一
千



顔
真
卿
支
配
七
州
地
力
表
（
拠
新
・
志
）

州

名

一

県

庁

一

戸

数

徳

州

六

八

三

、

二

一

博

州

員

リ、/'I

治

州

滅

m 
深

川f

平

ムノ、

五
二
、
六

lコ

数

一

主

要

土

貢

品

目

六
五
九
、
八
五
五
一
絹
・
綾

七八
百主
209 

一
0
0、

o
一五

四
O
八
、
二
五
二
一
綾
・
平
紬

八
三
四
、
七
五
七
一
絹
・
髭

八
二
五
、
七
O
五
一
布
・
柳
箱
・
葦
箪
・
糖
蟹
等

六六一二、

七

絹

一一一四、

O
二
四

五

九八、

o
一仏一

註
包
一

五
八
、
八
二
五
一

一
四
六
、
四
七

絹

七

二
三
八
、
一
五
九
一
絹

、
九
七
六
、
三
七

主
六
八
、

O
五

唐
の
一
戸
口
統
計
に
於
け
る
甚
し
い
地
域
的
粗
密
差
の
あ
っ
た
乙
と
を
考
慮
し
、

五
百
二
十
八
に
比
す
れ
ば
、
七
州
は
そ
の
大
約

五
十
分
て
四
四
県
は
大
約
三
十
五
分
一
に
す

ぎ
な
い
が
、
戸
口
数
に
就
い
て
見
る
に
、
開
元

末
の
調
査
で
は
あ
る
が
、
天
下
の
総
一
戸
数
人
百

四
十
一
万
余
、
総
口
数
四
千
八
百
一
十
四
万
余

に
比
し
て
、

七
州
の
一
戸
数
は
大
約
十
五
分
一
、

口
数
は
大
約
十
二
分
一
に
達
す
る
。
叉
天
下
の

一
州
平
均
県
数
は
大
約
四
・
六
、
戸
数
は
大
約

万
六
千
、

口
数
は
大
約
十
五
万
と
な
る
か

ら

七
州
の
平
均
県
数
は
大
差
な
し
と
し
て

も
、
平
均
戸
数
は
大
約
三
倍
、
口
数
は
四
倍
近

く
に
達
す
る
。
勿
論
、
こ
の
比
較
に
於
い
て
は

河
北
は
最
も
密
で
あ
っ
た
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

が
、
そ
れ
に
し
て
も
七
州
が
全
国
の
平
均
を
大
き
く
抜
く
戸
口
調
密
の
大
州
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
資
料
と
な
る
。
此
れ
ら
七
州
を
含
む
河
北

・
河
南
の
地
は
当
時
の
中
国
に
於
け
る
最
大
の
産
絹
地
で
あ
り
、

叉
穀
倉
地
帯
で
も
ゐ
っ
た
、

り
、
そ
の
産
塩
は
近
世
清
朝
に
至
る
ま
で
河
南
北
の
需
要
を
充
し
て
ゐ
た
。
治
州
の
統
計
一
戸
数
十
二
万
は
ほ
ぼ
醜
右
一
道
約
二
十
州
の
統
計
一
戸

更
に
治
州
は
溺
海
湾
の
海
産
物
の
中
心
で
あ

数
に
匹
敵
す
る
が
、
こ
の
様
な
七
州
の
一
戸
口
繁
街
は
此
の
地
域
の
経
済
的
繁
栄
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
捨
州
が
溺
海
湾
海
上
交
通
の
中
心
港
を

な
し
て
ゐ
た
こ
と
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
此
の
地
域
の
豊
な
物
資
は
早
く
か
ら
治
州
を
経
て
平
虚
に
海
送
せ
ら
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
か
う

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

七



安
史
の
乱
に
よ
る
庸
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

八

し
た
過
去
の
実
情
と
、
た
ま
た
ま
此
所
に
勤
王
派
の
顔
真
卿
が
拠
っ
た
こ
と
と
が
平
虚
藩
の
越
海
仰
資
を
思
ひ
立
た
し
め
た
所
以
で
あ
ら
う
。

顔
真
卿
は
平
屋
藩
の
要
請
を
快
諾
し
た
が
、
新
唐
書
・
顔
真
卿
伝
を
見
る
に
、
粛
宗
即
位
（
至
徳
元
年
七
月
）
よ
り
後
の
こ
と
と
し
て

時
軍
資
困
喝
。
李
等
勧
真
卿
収
景
城
塩
。
使
諸
郡
相
輸
。
用
度
遂
不
乏
。
第
五
清
方
参
進
明
軍
。
後
得
其
法
以
行
。
軍
用
韓
雄
。

と
あ
り
。
流
石
に
豊
鏡
の
七
州
地
域
も
打
続
く
軍
資
の
徴
収
に
よ
っ
て
財
用
の
歓
乏
を
来
し
、
よ
っ
て
治
州
の
海
塩
を
専
売
し
て
費
用
を
ま
か

な
っ
た
こ
と
、
唐
代
権
塩
の
創
始
者
と
云
は
れ
て
ゐ
る
第
五
埼
も
実
は
真
卿
の
権
塩
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
記
し
て
ゐ
る
。
李
等
は

貝
州
の
人
、
真
卿
の
参
謀
陣
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、
未
だ
二
十
余
歳
の
青
年
で
あ
っ
た
。
唐
の
棺
塩
は
こ
の
一
青
年
に
よ
っ
て
着
手
せ
ら
れ
た

わ
け
で
あ
る
。

顔
真
卿
か
ら
海
上
補
給
を
取
付
け
た
平
虚
節
度
使
劉
正
臣
は
沼
陽
を
背
後
か
ら
衝
か
ん
と
し
て
軍
を
進
め
、
長
楊
を
攻
め
、
独
山
に
戦
ひ
、

薬
軍
は
董
秦
の
奮
戦
で
破
り
得
た
も
の
の
、
史
思
明
に
大
敗

し
、
死
者
七
千
人
の
大
損
害
ψ

伊
－
出
し
て
逃
げ
帰
っ
た
と
云
ふ
。
時
に
至
徳
元
年
六
月
で
あ
い
消
長
楊
は
新
唐
書
一
店
三
地
理
志
・
珂
北
道
・
平
州

の
条
に
十
二
成
の
一
と
し
て
見
え
て
お
り
、
識
闘
は
山
海
閣
の
西
方
、
北
平
は
平
州
で
あ
る
。
独
山
は
こ
れ
ら
の
地
と
方
面
を
異
に
し
、
今
の

註
幻

熱
洞
省
・
平
泉
の
南
で
あ
ら
う
と
推
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
独
山
は
奨
と
の
交
戦
地
、
長
楊
・
撒
関
・
平
州
は
沼
陽
寧
と
の
交
戦
地
と
解
せ

融
関
・
北
平
を
襲
っ
た
が
、

協
力
を
約
し
た
奨
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
鹿
股
し
、

ら
れ
る
。
活
陽
軍
と
の
交
戦
地
が
平
虚
の
支
郡
た
る
平
州
内
の
長
楊
・
漁
関
・
平
州
と
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
此
の
州
域
が
長
城
内
に
あ
っ
て
平

慮
の
会
府
よ
り
も
活
陽
の
会
府
に
近
便
な
関
係
に
在
っ
た
為
、
平
虚
が
沼
陽
に
対
立
し
た
際
、
た
ち
ま
ち
活
陽
の
圧
迫
を
受
け
、
平
虚
の
沼
陽

対
策
は
寧
ろ
平
州
の
確
保
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

劉
正
臣
が
平
底
に
逃
げ
帰
っ
た
後
の
動
き
を
見
る
に
、
劉
正
臣
は
安
東
の
王
玄
志
に
殺
さ
れ
、
よ
っ
て
禄
山
は
徐
帰
道
を
節
度
使
に
任
命
し

た
が
、
王
玄
志
は
部
将
侯
希
逸
等
と
彼
を
も
襲
殺
し
、
衆
に
推
さ
れ
て
自
ら
節
度
使
に
な
っ
た
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
、
資
治
通
鑑
君
、
旧
唐

書
一
記
侯
希
逸
伝
、
そ
の
他
に
伝
へ
る
所
は
悉
く
右
の
通
り
で
、
い
は
ば
右
の
推
移
は
諸
史
の
一
致
し
た
伝
へ
で
あ
る
が
、
然
し
此
の
推
移
に



は
内
容
的
に
首
肯
し
難
い
数
々
の
疑
問
を
含
ん
で
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
第
一
に
勤
王
の
戦
に
敗
れ
帰
っ
た
節
度
使
劉
正
臣
を
同
じ
勤
王
側
に

立
つ
同
士
山
の
王
玄
志
が
殺
害
し
た
こ
と
の
疑
問
、
第
二
に
挙
藩
勤
王
に
固
ま
っ
て
ゐ
た
平
虚
の
節
度
使
に
禄
山
任
命
の
者
が
果
し
て
就
任
可
能

で
あ
っ
た
か
と
云
ふ
疑
問
、
少
く
と
も
此
の
二
つ
は
よ
く
検
討
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
幸
に
此
の
検
討
に
は
有
力
な
参
考
と
な
る
好
史
料
が

日
本
に
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

日
本
紀
略
（
国
史
大
系
本
）
前
篇
十
一
所
収
の
続
日
本
紀
唯
一
一
淳
仁
天
皇
・
天
平
宝
字
二
年
、
即
ち
唐
翠
京
の
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
十
二

月
戊
甲
の
条
に
、
遺
蹴
海
使
・
小
野
朝
臣
田
守
等
よ
り
奏
報
せ
ら
れ
た
唐
国
の
消
息
と
し
て
安
禄
山
の
乱
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一

節
に
至
徳
元
年
（
一
昨
年
）
の
こ
と
と
し
て

平
虚
留
後
事
徐
帰
道
適
果
毅
都
尉
・
行
柳
城
県
兼
四
府
経
略
判
官
張
元
澗
。
来
聴
働
海
。
且
徴
兵
馬
目
。
今
載
十
月
当
撃
禄
山
。
王
須
発

騎
四
万
来
援
平
賊
。
繭
海
疑
其
有
異
心
。
且
留
未
帰
。
十
二
月
丙
午
。
徐
帰
道
巣
鵡
劉
正
臣
子
北
平
。
潜
通
禄
山
幽
州
節
度
使
史
思
明
謀

撃
天
子
。
安
東
都
護
王
玄
志
向
知
其
謀
。
帥
精
兵
六
千
余
人
。
打
破
柳
城
。
斬
徐
帰
道
。
自
称
権
知
平
虚
節
度
。
進
鎮
北
平
。
云
云
。
（
以

下
後
引
）

と
あ
る
。
事
件
直
後
に
賛
さ
れ
た
な
ま
な
ま
し
い
情
報
で
、
そ
の
意
味
に
於
い
て
史
料
的
価
値
の
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
云
ふ
所
の
内

容
を
順
に
条
書
す
る
と

）
 

1
 

（
 

平
慮
節
度
使
劉
疋
臣
の
南
征
に
際
し
、
平
慮
の
留
守
司
令
官
と
な
っ
て
い
た
の
が
徐
帰
道
で

徐
帰
道
は
安
禄
山
を
討
つ
為
LE
－
－
称
し
て
溺
海
に
四
万
騎
の
援
軍
を
頼
ん
だ
が
、
溺
海
は
彼
に
異
心
の
あ
る
を
疑
ひ
応
じ
な
か
っ
た
。
（
十
月
）

一
一
筒
月
後
の
十
二
月
、
果
し
て
徐
帰
道
は
劉
正
臣
を
北
平
で
毒
殺
し
、
潜
か
に
禄
山
の
任
命
し
た
箔
陽
節
度
使
史
思
明
に
通
じ
た
。

安
禄
山
側
に
透
じ
た
徐
帰
道
も
表
面
は
知
ら
ぬ
顔
し
て
い
た
が
、
王
玄
志
は
そ
れ
を
見
破
っ
て
六
千
の
兵
で
彼
を
平
慮
に
製
殺
し
た
。

王
玄
志
は
権
知
平
慶
節
度
と
自
称
し
、
北
平
に
進
出
し
た
。

(4) (3) (2) (5) 

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

九



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

。

と
な
る
。
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
事
件
の
推
移
過
程
は
頗
る
合
理
的
で
、
中
国
側
の
史
料
に
見
え
る
疑
問
を
解
決
す
る
に
足
る
。
即
ち
徐
帰
道
は
元

来
劉
正
臣
配
下
の
平
鹿
軍
内
有
力
将
校
と
し
て
留
守
司
令
官
で
あ
っ
た
が
、
恐
ら
く
正
臣
に
代
っ
て
節
度
使
た
ら
ん
と
し
、
よ
っ
て
密
か
に
禄
・

山
側
の
史
思
明
に
通
じ
、
正
臣
を
北
平
に
毒
殺
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
禄
山
か
ら
平
虚
節
度
使
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
恐
ら
く
人

を
北
平
に
遣
し
鵡
毒
を
以
て
暗
殺
せ
し
め
た
の
で
あ
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ば
劉
正
臣
は
敗
れ
て
平
塵
に
逃
げ
帰
っ
た
の
で
は
な
く
、
平
州
で
毒

殺
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
賊
に
通
じ
た
徐
帰
道
が
勤
王
藩
た
る
平
虚
の
会
府
に
在
府
し
得
た
の
は
、
表
面
あ
く
ま
で
通
敵
を
隠
し
て
ゐ
た
か
ら

で
あ
ら
う
。
王
玄
志
が
徐
帰
道
を
殺
し
た
の
は
此
の
隠
密
に
運
ば
れ
た
通
敵
を
見
破
っ
た
か
ら
で
、
い
は
ぱ
同
志
劉
正
臣
の
仇
を
復
し
た
わ
け

で
あ
る
。
中
国
側
史
料
に
云
ふ
王
玄
志
が
同
士
山
劉
正
臣
を
毒
殺
し
た
と
の
不
可
解
な
行
動
は
明
か
に
誤
伝
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
王
玄
士
山
が
徐

帰
道
を
殺
す
べ
く
平
日
涯
を
襲
っ
た
際
の
兵
力
六
千
は
都
護
府
側
の
兵
力
が
弱
少
で
な
か
っ
た
こ
と
を
一
都
す
。
玄
志
は
直
ち
に
平
州
に
赴
い
て
ゐ

る
が
、

こ
れ
は
毒
殺
さ
れ
た
正
臣
の
旧
部
兵
を
安
撫
し
、
速
に
活
陽
対
策
を
建
て
直
す
為
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
平
州
に
赴
い
た
後
の
玄
志

の
活
動
に
就
い
て
は
資
治
通
鑑
芝
至
徳
ニ
載
正
月
の
条
に
徐
帰
道
襲
殺
の
記
事
に
続
い
て

叉
遣
兵
馬
使
董
秦
。
将
兵
以
葦
筏
度
海
。
与
大
将
田
神
功
撃
平
原
・
楽
安
下
之
。
防
河
招
討
使
李
銑
。
承
制
以
秦
為
平
原
太
守
。

と
あ
る
。
即
ち
兵
馬
使
の
董
秦
に
歩
兵
三
千
を
授
け
（
兵
数
は
後
引
史
料
参
照
）
、
葦
筏
を
組
ん
で
海
上
を
南
下
せ
し
め
、
命
を
受
け
た
秦
は
渡

海
に
成
功
し
て
平
原
・
楽
安
（
徳
・
椋
）
を
下
し
、
平
原
太
守
と
な
っ
て
ゐ
る
。
旧
唐
書
時
ト
李
希
烈
伝
に

李
希
烈
。
遼
西
人
。
脚
。
後
随
李
忠
臣
（
秦
の
改
名
）
過
海
至
河
南
。
云
云
o

と
あ
り
、
同
書
一
宮
陽
恵
元
伝
に

陽
恵
元
。
平
州
人
。
脚
。
後
与
田
神
功
・
李
忠
臣
等
相
継
渡
海
至
青
斉
問
。
忠
勇
多
権
略
。
云
云
。

と
あ
っ
て
、
李
希
烈
・
田
神
功
・
陽
恵
元
等
、
や
が
て
名
帥
猛
将
の
名
を
撞
に
し
た
諸
将
が
董
秦
に
従
行
し
て
ゐ
る
所
か
ら
推
す
に
、
此
の
時

の
南
下
部
隊
三
千
は
平
慮
の
精
鋭
を
え
り
す
ぐ
っ
た
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
葦
筏
渡
海
と
云
ふ
特
殊
事
情
の
為
に
兵
数
を
三
干
に
絞
っ
た



の
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
代
り
に
精
鋭
を
粒
選
り
し
た
の
は
、
此
の
渡
海
部
隊
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
想
は
し
め
る
、
然
ら

ば
そ
の
か
け
ら
れ
た
期
待
は
何
で
あ
っ
た
か
。

董
秦
の
渡
海
南
下
の
乙
と
は
新
唐
書
一
語
李
忠
臣
（
董
秦
）
伝
に
一
層
詳
し
く
記
し
て

節
度
使
王
玄
志
使
秦
率
兵
三
千
。
自
尭
奴
梓
葦
絶
海
。

撃
賊
将
石
帝
廷
・
烏
承
治
転
戦
累
日
。

抜
魯
城
・
河
聞
・
景
域
。

収
糧
資
以

実
軍
。

と
あ
り
、
彼
の
海
上
乗
出
し
地
賭
が
薙
奴
で
あ
っ
た
こ
と
、
平
原
・
楽
安
の
外
に
魯
城
・
景
城
・
河
間
等
の
諸
郡
を
も
抜
い
た
こ
と
等
を
知
る

許
む

こ
と
が
出
来
る
。
薙
奴
の
こ
と
は
し
ば
ら
く
措
い
て
先
づ
そ
の
占
収
地
を
検
討
す
る
に
、
そ
の
位
置
よ
り
推
し
て
、
魯
城

ι景
城

L
河
聞

L
平

説
副

原
L
楽
安
の
順
序
に
経
略
し
、
平
原
に
根
拠
を
求
め
て
朝
廷
よ
り
そ
の
太
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
彼
等
の
一
隊
は
後
に
山
東
方

面
に
入
っ
て
居
り
、
先
掲
の
陽
恵
元
伝
に
「
至
育
斉
間
」
と
あ
る
の
は
此
の
こ
と
を
指
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
時
間
的
に
少
し
後
の

こ
と
で
、
南
下
軍
が
先
づ
占
拠
し
た
の
は
平
原
郡
を
中
心
と
し
た
一
帯
の
地
で
あ
る
。
平
原
は
先
に
顔
真
卿
が
太
守
と
な
り
、
景
城
・
河
間
・

平
原
・
楽
安
・
清
河
・
博
平
・
韓
陽
等
の
地
域
を
支
配
し
て
ゐ
た
所
で
、
南
下
寧
の
占
収
地
は
比
の
真
卿
の
支
配
地
と
大
体
同
じ
所
で
あ
る
。

真
卿
は
叛
乱
の
勃
発
直
後
か
ら
此
の
地
域
に
よ
っ
て
賊
軍
の
南
下
を
防
ぎ
つ
つ
平
虚
藩
へ
の
補
給
物
資
を
調
達
発
送
し
て
ゐ
た
が
、
至
徳
元
年

十
月
、
史
思
明
の
攻
撃
を
支
へ
得
ず
し
て
南
に
去
り
、
爾
来
此
の
地
方
は
賊
手
に
渡
っ
て
ゐ
た
。
南
下
軍
は
そ
の
三
箇
月
後
の
二
年
正
月
に
再

ぴ
比
の
地
域
を
奪
還
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
見
て
来
る
と
、
平
虚
寧
の
精
鋭
部
隊
を
率
ゐ
た
董
秦
の
渡
海
南
下
は
顔
真
卿
の
敗
退
に
よ
っ

得
た
資
糧
に
就
き
単
に
「
以
実
軍
」
と
あ
り
、

て
断
絶
し
た
平
虚
へ
の
補
給
を
再
開
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
せ
ら
れ
る
。
上
掲
の
新
唐
書
の
伝
に
は
南
下
寧
が
諸
郡
の
攻
略
で

一
見
、
南
下
部
隊
自
身
の
資
糧
に
の
み
充
当
し
た
か
に
受
取
れ
る
が
、
旧
唐
害
時
子
李
忠
臣
伝

I乙
は

至
徳
二
載
正
月
。
玄
志
命
忠
臣
。

以
歩
卒
三
千
自
薙
奴
為
葦
筏
過
海
。
賊
将
石
帝
廷
・
烏
承
治
来
拒
忠
臣
。
与
輩
喝
忠
退
之
。

転
戦
累

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
渇
海
の
小
高
句
施
国
占
領
（
日
野
）



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
菌
占
領
（
日
野
）

目
。
遂
収
魯
城
・
河
聞
・
景
城
等
。
大
獲
資
糧
以
赴
本
軍
。
復
与
大
将
田
神
功
率
兵
討
平
原
・
楽
安
下
之
。
檎
偽
刺
史
賊
論
等
。
防
河
招

討
使
李
銑
。
承
制
以
忠
臣
為
徳
州
勅
史
（
平
原
太
守
）
。

と
あ
っ
て
、

大
い
に
獲
得
し
た
資
糧
を
本
軍
に
赴
送
し
た
と
記
し
て
ゐ
る
。
「
本
」
の
一
般
的
用
法
は
現
在
の
邦
語
の
「
そ
の
」
に
当
る
が
、

此
の
場
合
の
「
本
軍
」
は
「
赴
送
」
と
あ
る
一
句
か
ら
考
へ
て
、

平
慮
に
居
る
藩
の
主
力
部
隊
を
指
し
て
ゐ
る
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
果
し
て
然
ら
ぱ
南
下
軍
の
目
的
は
顔
真
卿
の
喪
っ
た
地
域
を
奪
還
し
て
此
の
地
域
か
ら
の
平
虚
へ
の
海
上
補
給
を
復
活
せ
ん
と
す
る
に
在

っ
た
こ
と
が
確
認
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

董
秦
入
海
の
地
た
る
蕗
奴
は
天
宝
元
年
に
既
に
武
滑
と
改
め
ら
れ
て
ゐ
た
所
で
、
今
の
北
京
と
天
樟
と
の
中
間
、
現
武
清
県
の
東
方
に
当
る

位
幻

と
云
ふ
。
此
所
か
ら
入
海
し
た
の
は
当
時
の
溺
海
湾
が
今
よ
り
も
ず
っ
と
深
く
湾
入
し
て
現
在
の
天
津
地
方
は
海
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
天

津
附
近
の
み
な
ら
ず
、
河
北
一
帯
の
沿
岸
や
山
東
基
部
の
北
岸
、
更
に
は
遼
河
口
東
西
一
帯
の
沿
岸
等
、
当
時
の
樹
海
湾
は
今
よ
り
ず
っ
と
深

く
湾
入
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
考
へ
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
当
時
の
歴
史
を
誤
る
危
険
が
あ
る
。
葦
筏
に
就
い
て
は
、
後
年

の
兵
書
で
は
あ
る
が
、
宋
の
皇
子
亮
の
武
経
総
要
噌
一
水
攻
の
項
に
蒲
筏
・
械
筏
の
図
絵
が
あ
り
、
叉
蒲
筏
の
製
法
を
説
明
し
て

蒲
筏
者
。
以
蒲
束
九
尺
回
顧
倒
為
十
道
。
縛
如
東
槍
状
。
量
長
短
為
之
。
無
蒲
用
葦
。
可
以
浮
渡
。

と
あ
る
か
ら
、
葦
筏
・
蒲
筏
を
以
て
寧
を
渡
す
兵
法
は
中
国
兵
学
の
中
に
か
ね
て
か
ら
取
入
れ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
先
掲
の
顔
真
卿
支

配
七
州
中
の
治
州
の
土
貫
品
目
中
に
葦
製
品
が
あ
る
こ
と
か
ら
察
せ
ら
れ
る
如
く
、

樹
海
湾
岸
の
遠
浅
の
所
に
は
恐
ら
く
葦
が
生
茂
っ
て
お

り
、
南
下
軍
は
そ
れ
を
利
用
し
た
の
で
あ
ら
う
。
叉
葦
筏
の
南
下
は
湾
内
の
潮
流
巻
利
用
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
樹
海
湾
の
沿
岸
潮
流
は
湾

内
毎
左
廻
り
に
進
航
す
る
に
適
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。

平
虚
藩
は
藩
外
か
ら
の
補
給
な
く
し
て
は
藩
寧
の
支
持
が
困
難
で
あ
り
、
董
秦
等
三
千
兵
の
渡
海
南
下
も
か
う
し
た
事
情
の
下
に
お
か
れ
た

平
慮
藩
と
し
て
断
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
藩
外
か
ら
の
補
給
が
平
慮
藩
に
と
っ
て
此
の
様
に
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ



ば
、
至
徳
元
年
十
月
、
史
思
明
に
敗
れ
た
顔
真
脚
が
平
原
を
中
心
と
す
る
数
郡
の
地
を
失
っ
て
南
に
逃
れ
、
平
虚
藩
へ
の
補
給
が
断
絶
し
た
事

件
は
平
虚
藩
に
対
し
て
大
き
な
衝
撃
巻
与
へ
た
筈
で
、
か
う
し
た
見
方
に
立
っ
て
劉
正
臣
・
徐
帰
道
・
王
玄
志
等
三
代
の
平
虚
の
帥
の
進
退
成

敗
の
あ
と
を
顧
る
と
、
そ
の
然
る
所
以
が
最
も
よ
く
理
解
せ
ら
れ
る
様
に
思
は
れ
る
、

中
国
側
史
伝
に
依
れ
ば
劉
正
臣
が
殺
さ
れ
た
の
は
史
思
明
に
敗
れ
た
乙
と
に
因
由
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
。
然
し
正
臣
が
徐
帰
道
に
帰
殺
せ
ら
れ

た
の
は
、
日
本
側
の
史
料
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
、
十
二
月
の
こ
と
で
、
場
所
は
平
州
で
あ
り
、
正
臣
が
史
思
明
に
敗
れ
た
の
は
そ
れ
よ
り
六

箇
月
前
の
六
月
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
嬉
殺
を
敗
戦
に
因
由
す
る
と
云
ふ
の
は
此
一
一
か
蹄
に
落
ち
な
い
。
鵠
殺
と
敗
戦
と
の
聞
の
六
箇
月
は
両
事
件

を
結
び
つ
け
る
に
し
て
は
長
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。

所
で
顔
真
卿
が
平
原
を
逐
は
れ
、

平
虚
藩
へ
の
補
給
が
止
ま
っ
た
の
は
至
徳
元
年
十
月

で
、
正
臣
帰
殺
の
二
箇
月
前
で
あ
る
。
此
の
補
給
断
絶
は
平
虚
藩
に
取
っ
て
そ
の
生
死
に
も
関
わ
る
重
大
事
件
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
や
大
き
な

衝
撃
を
受
け
、
全
寧
の
不
安
を
醸
し
た
で
あ
ら
う
。
そ
こ
に
賊
軍
側
の
誘
引
が
か
け
ら
れ
る
乙
と
は
当
然
考
へ
ら
れ
る
所
で
ゐ
る
。
徐
帰
道
は

恐
ら
く
此
の
誘
に
乗
っ
て
賊
軍
に
通
じ
、
人
心
の
不
安
に
乗
じ
て
自
ら
藩
帥
た
ら
ん
と
し
、
潜
か
に
人
を
し
て
正
臣
を
平
州
に
暗
殺
せ
し
め
た

の
で
あ
ら
う
。
つ
ま
り
補
給
断
絶
の
影
響
は
ニ
筒
月
後
に
早
く
も
平
虚
藩
内
の
深
刻
な
事
件
と
な
っ
て
表
面
佑
し
た
の
で
あ
る
。
徐
帰
道
を
諒

し
た
王
玄
士
山
が
そ
の
翌
月
た
る
至
徳
二
年
正
月
に
早
く
も
董
秦
等
の
精
兵
を
渡
海
南
下
せ
し
め
、
補
給
態
勢
の
再
建
を
急
が
せ
て
ゐ
る
の
は
、

藩
を
勤
王
側
に
固
め
つ
つ
藩
軍
の
統
轄
を
維
持
し
て
行
く
に
は
、
此
の
補
給
の
確
保
が
絶
対
不
可
触
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
此
の
様
に
見
て

来
る
と
、
渡
海
南
下
し
た
部
隊
の
海
送
補
給
に
対
す
る
活
躍
如
何
は
勤
王
藩
平
慮
の
死
活
に
関
す
る
重
要
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
云
は

ね
ば
な
ら
ぬ
。
徳
州
刺
史
と
な
っ
た
董
秦
は
至
徳
二
年
の
末
に
機
内
に
移
る
ま
で
徳
州
を
中
心
と
し
て
此
の
地
方
の
確
保
に
活
躍
し
て
ゐ
る
か

ら
、
此
の
年
一
杯
の
補
給
は
と
に
も
か
く
に
も
続
け
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

賊
軍
に
通
じ
て
一
時
平
慮
の
帥
と
な
っ
た
徐
帰
道
が
湖
海
の
兵
力
を
引
入
れ
ん
と
し
て
勤
王
側
を
粧
ひ
っ
つ
勘
海
に
働
き
か
け
た
が
、
勘
海

の
応
ず
る
所
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
に
日
本
側
の
史
料
に
よ
っ
て
考
説
し
た
が
、
同
じ
小
野
田
守
の
奏
報
に
は
王
玄
志
と
溺
海
と
の
交

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）



安
史
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乱
に
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唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
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四

渉
に
も
言
及
し
て
次
の
如
く
あ
る
。

至
徳
三
年
（
此
の
年
乾
元
元
年
に
改
む
。
即
ち
田
守
の
此
の
奏
報
の
出
さ
れ
た
年
に
当
る
）
四
月
。
王
玄
志
遣
将
軍
王
進
義
来
聴
翻
海
。

E
通
故
目
。
天
子
帰
干
西
京
。
迎
太
上
皇
帝
子
局
。
居
子
別
宮
。
珍
滅
賊
徒
。
故
遣
下
臣
来
告
命
突
。

樹
海
王
為
其
事
難
信
。

且
留
進

義
。
遺
使
詳
問
。
行
人
未
至
。
事
未
可
知
。
其
盾
王
賜
樹
海
国
王
勅
書
一
巻
。
叉
副
状
進
。

即
ち
王
玄
志
は
乾
元
元
年
四
月
に
溺
海
に
使
を
遣
し
、
賊
徒
珍
滅
し
て
天
子
長
安
に
還
幸
し
た
こ
と
を
伝
へ
て
ゐ
る
。
但
し
樹
海
は
そ
れ
を
即

信
せ
ず
、
事
実
調
査
の
使
臣
を
遣
し
た
が
、
そ
れ
は
日
本
使
臣
団
の
帰
国
の
時
迄
に
は
帰
着
し
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
使
臣
は
王
玄
志
の
使
者

の
云
ふ
所
が
真
偽
何
れ
で
あ
る
か
は
知
り
得
な
い
で
樹
海
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
所
で
安
史
の
乱
の
推
移
を
見
る
に
、
禄
山
は
子
の
慶
緒
に
殺

河
北
3
へ
も
、
慶
緒
が
遁
入
し
た
最
後
の
地
の
栢
州
を
除
く
外
、

さ
れ
、
慶
緒
の
勢
は
急
に
盛
っ
て
至
徳
二
年
十
月
に
は
両
都
の
恢
復
就
り
、
十
二
月
に
は
賊
の
騎
将
史
思
明
も
唐
に
降
り
、
賊
軍
の
地
盤
た
る

「
洞
北
率
為
唐
有
曾
と
云
は
れ
る
ま
で
に
な
り
、

至
徳
二
年
か
ら
翌
乾
元

元
年
の
春
頃
ま
で
の
形
勢
を
仰
山
で
す
れ
ば
、
唐
朝
の
勢
威
の
再
確
立
成
れ
り
と
云
ひ
得
る
状
態
で
あ
っ
た
。
胞
の
形
勢
は
史
思
明
の
再
叛
で
や

が
て
崩
れ
去
り
、
再
び
大
戦
乱
に
突
入
す
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
人
が
勘
海
で
入
手
し
た
叛
乱
の
情
報
は
此
の
一
時
的
鎮
静
期
の
も
の
で
あ
る

そ
の
云
ふ
所
は
大
体
に
於
い
て
実
を
得
て
ゐ
た
と
云
へ
る
。

か
ら
、
「
天
子
帰
子
西
京
。
珍
滅
賊
徒
」
等
、

従
っ
て
此
の
情
報
源
と
な
っ
た
王

玄
志
の
使
臣
の
云
ふ
所
も
真
相
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
尚
王
玄
志
の
使
臣
は
劫
海
へ
の
唐
の
天
子
の
勅
書
を
携
へ
て
ゐ
る
か
ら
、
玄
志
の
遣

使
は
彼
の
一
存
に
出
た
も
の
で
は
な
く
、
中
央
の
指
示
に
従
っ
た
も
の
と
云
へ
る
。

つ
ま
り
一
時
は
全
く
危
殆
に
瀕
し
た
唐
朝
の
勢
威
恢
復
を

東
方
の
強
国
崩
海
に
伝
へ
て
そ
の
万
一
の
妄
動
を
防
が
ん
と
す
る
中
央
の
政
策
ぞ
奉
行
し
た
の
が
王
玄
士
山
の
遺
使
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
叛
乱

鎮
静
の
報
を
受
け
た
樹
海
は
此
れ
を
即
信
せ
ず
、
自
ら
真
相
探
索
の
使
臣
を
派
遣
し
た
と
云
ふ
。
樹
海
が
唐
の
内
乱
に
捲
き
込
ま
れ
る
乙
と
を

警
戒
し
、
中
国
側
よ
り
送
ら
れ
る
使
者
の
言
動
に
は
容
易
に
乗
ら
な
か
っ
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。

詑
む

王
玄
志
は
叛
乱
の
一
時
的
鎮
静
期
た
る
乾
元
元
年
に
死
し
、
そ
の
後
は
侯
希
逸
が
衆
に
推
さ
れ
て
節
度
使
と
な
っ
た
が
、
叛
乱
は
再
燃
し
て
激



戦
が
繰
返
さ
れ
、
侯
希
逸
は
撤
戦
奮
闘
の
連
続
で
あ
っ
た
。
旧
唐
書
一
店
侯
希
逸
伝
に
彼
が
節
度
使
と
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
を
述
べ
て

既
数
為
賊
所
迫
。
希
逸
率
励
将
士
。
累
破
賊
徒
向
潤
客
・
李
懐
仙
等
。
既
掩
歳
月
。

E
無
救
援
。

叉
為
奨
所
侵
。
希
逸
抜
其
寧
二
万
余

人
。
且
戦
遂
達
子
育
州
。

と
あ
り
、
希
逸
は
屡
々
叛
乱
軍
に
迫
ら
れ
、
累
り
に
比
れ
を
破
っ
た
と
は
云
へ
、
南
の
賊
軍
の
外
に
北
の
柔
か
ら
も
攻
め
ら
れ
、
孤
立
無
援
と

な
っ
た
為
、
そ
の
軍
二
万
を
以
て
賊
中
を
突
破
し
育
州
に
入
っ
た
と
云
ふ
。
奨
は
当
時
最
も
活
漉
に
動
、
き
、
専
ら
掠
奪
を
事
と
し
て
ゐ
た
も
の

で
、
そ
の
活
力
は
契
丹
を
凌
い
で
ゐ
た
観
が
あ
る
。
平
慮
を
苦
し
め
た
遊
牧
民
族
の
代
表
と
し
て
奨
を
あ
げ
て
ゐ
る
の
は
、
当
時
の
彼
等
が
契

丹
よ
り
も
戦
闘
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
滑
海
に
は
言
及
し
て
ゐ
な
い
が
、
此
れ
迄
の
態
度
か
ら
推
し
て
局
外
に
立
っ
て
不
介
入
の
方
針
を

守
っ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
か
う
し
た
環
境
の
不
利
が
希
逸
の
平
虚
脱
出
を
決
意
せ
し
め
る
要
因
を
な
し
た
こ
と
は
当
然
疑
ひ
な
い
が
、
そ
れ
と

共
に
右
の
伝
に
は
触
れ
て
ゐ
な
い
海
上
補
給
の
状
態
を
も
考
へ
て
見
る
必
要
が
あ
ら
う
。
然
し
そ
の
前
に
侯
希
逸
の
南
下
の
年
月
を
一
応
明
か

に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

賢
治
通
鑑
諸
ニ
上
元
二
年
末
の
条
に
侯
希
逸
の
孤
立
化
を
述
べ
た
後

乃
悉
挙
其
軍
二
万
余
人
。
襲
李
懐
仙
破
之
。
因
引
兵
市
南
。

と
あ
り
、
翌
宝
応
元
年
正
月
戊
申
の
条
に

平
虚
節
度
使
侯
希
逸
。
於
青
州
北
度
河
而
会
田
神
功
・
能
元
結
於
充
州
。

と
あ
っ
て
、

一
見
、
侯
希
逸
は
上
元
二
年
末
に
平
慮
を
発
ち
、
翌
年
正
月
、

一
月
も
か
か
ら
ぬ
中
に
圭
一
州
に
入
っ
た
か
の
知
く
受
取
ら
れ
る
。

然
し
そ
れ
は
敵
中
を
突
破
す
る
大
軍
の
移
動
日
数
と
し
て
は
余
り
に
も
短
か
い
感
が
あ
る
。
南
下
作
戦
は
更
に
以
前
か
ら
初
め
ら
れ
て
ゐ
た
と

見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
尤
も
資
治
通
鑑
諸
一
一
上
元
二
年
五
月
戊
成
の
条
に

平
慮
節
度
使
侯
希
逸
撃
史
朝
義
沼
陽
兵
破
之
。

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

一五



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

一六

と
あ
っ
て
、
上
元
二
年
五
月
に
は
史
朝
義
の
沼
陽
の
兵
と
戦
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
未
だ
南
下
し
て
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
所
で
同
巻
に

依
れ
ば
史
朝
義
は
そ
の
二
箇
月
前
の
三
月
に
自
ら
帝
位
に
即
き
李
懐
仙
を
箔
陽
の
留
守
に
任
命
し
て
ゐ
る
か
ら
、
五
月
に
侯
希
逸
が
史
朝
義
の

指
陽
の
兵
と
戦
っ
た
と
云
ふ
の
は
李
懐
仙
と
の
戦
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
叉
先
掲
の
資
治
通
鑑
上
元
二
年
末
の
記
事
に
は
侯
希
逸
は
李
壊
仙

を
破
っ
て
か
ら
南
下
し
た
と
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
侯
希
逸
は
此
の
五
月
の
戦
の
あ
と
南
下
し
た
乙
と
と
な
る
。
恐
ら
く
五
月
の
沼
陽
攻
撃
は

侯
希
逸
が
そ
の
南
下
の
為
に
賊
に
一
撃
を
与
へ
、
爾
後
の
行
動
ぞ
容
易
に
せ
ん
と
し
た
も
の
で
、
い
は
ぱ
南
下
始
動
の
作
戦
で
あ
っ
た
の
で
あ

ら
う
。
資
治
通
鑑
が
彼
の
南
下
を
上
元
二
年
末
の
条
に
繋
け
て
ゐ
る
の
は
、
数
箇
月
に
及
ぶ
南
下
作
戦
を
そ
の
作
戦
が
殆
ん
ど
完
了
に
近
づ
い

た
上
元
二
年
末
の
所
で
一
括
し
て
叙
述
し
た
ま
で
で
あ
ら
う
。
此
の
様
な
繋
年
叙
述
の
仕
方
は
資
治
遥
鑑
に
屡
々
見
出
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

てコ

ま
り
侯
希
逸
は
王
玄
志
の
死
後
を
承
け
て
乾
元
元
年
に
節
度
使
と
な
っ
て
か
ら
上
元
二
年
の
五
月
頃
ま
で
足
か
け
四
年
に
わ
た
っ
て
平
屋
に
於

い
て
奮
戦
し
て
ゐ
た
わ
け
で
、
伝
の
「
既
滝
歳
月
」
と
は
比
の
時
間
的
経
過
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
の
期
聞
に
於
け
る
先
の
董
秦

等
南
下
部
隊
の
活
動
を
そ
の
使
命
た
る
補
給
の
面
か
ら
窺
っ
て
み
る
。

至
徳
元
年
末
に
徳
州
か
ら
鵡
州
に
移
っ
た
董
秦
（
劉
正
臣
）
は
黄
河
地
域
に
於
け
る
勤
王
軍
の
花
形
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
翌
々
乾
元
二
年

註
幻

九
月
、
賊
帥
史
思
明
、
が
作
州
を
陥
れ
た
際
、
此
れ
と
戦
っ
て
措
へ
ら
れ
、
後
に
脱
出
し
た
が
旧
部
下
と
離
れ
て
神
策
箪
に
入
つ
唱
此
の
時
彼

の
部
下
の
少
か
ら
ぬ
数
が
史
思
明
に
帰
し
、
旧
唐
書
法
史
思
明
伝
に
彼
が
劉
正
臣
を
破
っ
た
こ
と
を
述
べ
て

将
卒
精
鋭
。
皆
平
慶
戦
士
。
南
抜
常
山
越
郡
。
叉
攻
河
問
。
云
一
示
。

と
あ
る
知
く
、
史
思
明
の
軍
を
大
い
に
強
力
佑
し
た
と
云
ふ
。
そ
の
数
は
三
千
人
中
の
一
部
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
史
思
明
の
軍
が
精
鋭

佑
し
た
と
云
ふ
の
は
、
平
虚
の
軍
士
が
東
北
辺
防
の
第
一
線
に
立
っ
て
常
に
契
丹
・
柔
・
株
鞠
・
室
主
等
の
懐
惇
な
民
族
と
戦
ひ
、
実
戦
に
鍛

へ
ら
れ
て
、
内
地
の
兵
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
精
鋭
と
な
っ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
劉
正
臣
の
あ
と
を
つ
い
で
停
獲
ぞ
免
れ
た
部
隊
の
長
と
な

っ
た
の
は
田
神
功
で
あ
る
。
旧
唐
書
の
伝
に
依
れ
ば
、
南
下
部
隊
を
率
ゐ
た
彼
は
類
り
に
沿
岸
の
賊
と
戦
っ
て
ゐ
た
が
、
准
南
に
劉
展
の
乱
が



起
る
と
命
を
受
け
て
赴
征
し
、
揚
州
に
入
り
、
同
伝
に

至
揚
州
大
掠
百
姓
商
人
資
産
。
郡
内
比
屋
発
掘
略
偏
。
商
胡
（
錦
鶏
判
官
）
被
殺
数
千
人
。

と
あ
る
如
く
、
地
中
を
偏
く
掘
り
起
し
て
ま
で
徹
底
し
た
掠
奪
を
行
っ
た
。
賢
治
通
鑑
は
此
の
掠
奪
を
先
づ
巻
二
一
二
・
上
元
元
年
十
三
月
末

の
条
に
繋
け
て

神
功
入
広
陵
及
楚
州
（
畑
一
部
品
川
市
明
鮪
綿
一
位
M
V蓋
〕
大
掠
。
殺
商
胡
以
千
数
。
城
中
地
穿
掘
略
備
。

と
記
し
、
次
い
で
巻
二
二
二
・
翌
二
年
正
月
の
条
に
も

平
虚
軍
大
掠
十
余
目
。
安
史
之
乱
。
乱
兵
不
及
江
准
。
至
是
其
民
始
擢
茶
毒
突
。

と
記
し
て
、
そ
の
掠
奪
の
徹
底
振
り
を
述
べ
て
ゐ
る
。
乱
の
鎮
定
後
、
田
神
功
は
六
月
に
徐
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
、
次
い
で
山
東
の
潜
育
節
度

使
に
昇
任
せ
ら
れ
情
昇
任
の
年
月
は
確
か
に
し
難
い
が
、
翌
宝
応
元
年
に
は
節
度
使
と
な
っ
て
お
り
、
歴
代
方
鎮
年
表
当
平
虚
の
項
も
顔
魯

公
集
を
引
い
て
宝
応
元
年
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
ゐ
る
。
但
し
そ
の
月
日
は
判
ら
な
い
。
然
し
後
述
す
る
侯
希
逸
と
の
関
係
か
ら
年
初
の
頃
と

思
は
れ
る
。

南
下
軍
の
行
動
を
以
上
の
如
く
見
て
来
る
と
、
彼
等
は
史
思
明
の
再
叛
後
次
第
に
河
北
か
ら
追
出
さ
れ
て
珂
南
に
下
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
窺

は
れ
る
。
殊
に
劉
正
臣
が
捕
へ
ら
れ
て
か
ら
後
の
南
下
軍
は
河
南
と
准
南
と
の
聞
を
往
来
し
、
最
後
に
山
東
に
復
帰
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ま
で

久
し
く
溺
海
湾
岸
か
ら
離
れ
て
ゐ
る
。
此
の
間
、
彼
等
が
物
資
北
送
の
任
務
を
忘
れ
去
っ
た
と
は
断
定
し
難
く
、
資
治
通
鑑
に
錫
州
を
大
掠
し

た
彼
等
が
山
東
南
岸
の
海
港
楚
州
に
入
っ
た
と
あ
る
の
は
、
此
の
大
掠
が
物
資
の
海
上
北
送
と
関
係
し
て
ゐ
た
乙
と
を
想
は
せ
も
す
る
仇
叫
劉

正
臣
の
捕
へ
ら
れ
た
乾
元
二
年
九
月
以
後
の
海
上
補
給
が
日
益
し
に
不
振
に
陥
っ
た
こ
と
は
充
分
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
比
の
補
給
の
不
振
が

平
虚
本
軍
の
挙
藩
南
下
を
決
行
せ
し
め
た
最
大
の
要
因
で
あ
ら
う
。

挙
藩
南
下
の
始
動
作
戦
と
し
て
の
活
陽
攻
撃
の
あ
っ
た
上
元
二
年
五
月

は
、
先
の
南
下
部
隊
が
准
南
に
赴
征
し
て
物
資
の
北
送
に
最
も
不
利
な
位
置
に
移
っ
た
昨
年
の
末
か
ら
約
半
歳
を
経
た
頃
で
、
平
虚
藩
の
窮
困

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

七



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

八

が
最
も
甚
し
く
な
っ
て
ゐ
た
筈
の
時
で
あ
る
。
挙
藩
南
下
の
外
に
平
虚
の
活
路
は
無
か
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
南
下
始
動
作
戦
の
あ
っ
た
翌

六
月
に
田
神
功
は
河
南
の
徐
州
に
移
っ
て
お
り
、
次
い
で
青
州
節
度
使
に
移
っ
た
が
、
此
の
青
州
入
り
は
挙
藩
南
下
の
平
慮
本
軍
の
受
容
れ
と

関
係
が
深
か
っ
た
。

新
唐
書
一
臣
田
神
功
伝
に
揚
州
の
掠
奪
に
続
け
て

遷
描
背
節
度
使
。
会
侯
希
逸
入
青
州
。
更
判
売
部
節
度
使
。

簡
育
節
度
使
と
な
っ
た
田
神
功
は
そ
こ
で
平
庫
本
軍
の
大
部
隊
を
率
ゐ
て
南
下
し
て
来
た
侯
希
逸
を
迎
合

り
、
自
ら
は
隣
の
売
郭
藩
に
徒
っ
た
と
云
ふ
。
資
治
通
鑑
三
宝
応
元
年
正
月
戊
申
の
条
に
は
此
の
二
人
の
会
合
を
記
し
て

平
屋
節
度
使
侯
希
逸
。
於
青
州
北
渡
河
。
而
会
田
神
功
・
能
元
倍
於
交
州
。

と
あ
っ
て
、

諮
青
藩
を
彼
に
譲

と
あ
り
、
そ
の
会
合
の
地
は
交
州
、
会
合
の
時
は
宝
応
元
年
正
月
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
会
合
の
地
が
売
州
で
あ
っ
た
こ
と
は

旧
唐
書
一
立
田
神
功
伝
に
も
見
え
て
ゐ
て
紛
れ
な
い
。
査
州
で
会
見
し
て
喰
に
青
山
州
に
入
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
青
州
に
入
っ
た
平
慮
節
度
使
侯

註
辺

希
逸
が
青
州
節
度
使
と
な
っ
た
の
は
そ
れ
よ
り
数
箇
月
後
の
五
月
で
あ
る
。

侯
希
逸
の
率
ゐ
る
平
慮
藩
本
軍
二
万
の
南
下
は
先
の
董
秦
の
場
合
と
同
様
に
海
上
に
由
っ
て
ゐ
た
。
新
唐
書
…
位
侯
希
逸
伝
に

乃
抜
其
寧
二
万
人
。
浮
海
入
青
州
拠
之
。

と
あ
り
、
旧
唐
書
一
信
一
邪
君
牙
伝
に

充
平
虚
兵
馬
使
。
安
禄
山
反
。
随
平
虚
節
度
使
侯
希
逸
過
海
至
青
徐
問
。

と
あ
る
。
時
に
既
に
河
北
は
賊
軍
に
帰
し
て
上
陸
す
べ
き
地
な
く
、
よ
っ
て
山
東
に
ま
で
航
し
た
わ
け
で
、
董
秦
の
時
に
比
し
て
輸
送
の
人
員

は
七
倍
に
近
く
、
距
離
は
遥
か
に
長
か
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
波
海
南
下
は
正
に
壮
挙
で
あ
っ
た
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

山
東
に
入
っ
て
青
州
節
度
使
と
な
っ
た
侯
希
逸
は
そ
の
ま
ま
平
虚
の
軍
号
を
保
持
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
此
の
節
度
使
は
悩
青



平
慮
軍
節
度
使
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
賢
治
通
鑑
三
宝
応
元
年
五
月
甲
申
の
条
に

以
平
虚
節
度
使
侯
希
逸
為
平
虚
青
出
等
六
州
節
度
使
。
（
続
一
一
議
）
由
是
青
州
節
度
有
平
虚
之
号
。

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
遼
西
の
在
来
の
平
慮
藩
を
撤
廃
レ
て
再
置
し
な
い
方
針
が
決
定
せ
ら
れ
た
乙
と
を
意
味
す
る
。
即
ち
遼
西
平
虚
藩
の
没

落
に
外
な
ら
ぬ
。

安
禄
山
の
乱
の
勃
発
と
共
に
遼
西
の
地
に
孤
立
し
て
勤
王
に
奮
戦
し
た
平
慮
藩
は
六
年
を
経
過
し
た
上
元
二
年
（
七
六
一
）
末
を
以
て
、
藩

同
阜
の
精
鋭
二
万
を
挙
る
渡
海
南
下
を
以
て
此
所
に
全
く
没
落
し
た
。
勤
王
藩
と
し
て
遼
西
に
孤
立
し
た
平
虚
藩
の
維
持
が
内
地
か
ら
の
海
上
補

給
に
繋
っ
て
ゐ
た
以
上
、
そ
の
補
給
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
、
殊
に
そ
の
為
の
有
力
部
隊
の
葦
筏
に
よ
る
海
上
南
下
等
は
、
た
と
へ
崩
海
湾
海

上
史
を
彩
る
壮
観
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
嘗
て
則
天
時
代
の
大
唐
が
崩
海
湾
上
か
ら
の
補
給
を
続
け
得
ず
し
て
遼
東
の
安
東
都
護
府
を
放
棄
し

た
歴
史
を
回
顧
す
る
な
ら
ば
、
大
内
乱
の
渦
捲
く
中
に
樹
海
湾
の
海
上
補
給
を
続
け
る
こ
と
は
一
一
層
至
難
で
、
平
慮
藩
の
没
務
は
必
然
の
運
命

で
あ
っ
た
と
云
ふ
外
あ
る
ま
い
。
玄
宗
時
代
に
大
成
果
を
収
め
た
東
北
政
策
の
推
進
機
関
は
最
前
線
の
平
虚
節
度
使
と
、
此
れ
を
背
後
か
ら
支

援
す
る
幽
州
沼
陽
節
度
使
と
で
あ
っ
た
が
、
今
や
平
慮
は
没
落
し
、
指
陽
は
叛
賊
の
巣
穴
と
化
し
去
っ
た
と
す
れ
ば
、
唐
の
東
北
政
策
は
大
き

く
後
退
せ
ま
る
を
得
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
然
し
か
う
し
た
大
乱
と
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
、
そ
れ
に
伴
っ
て
当
然
起
る
べ
き
小
高
句
麗
国
や

溺
海
等
の
満
洲
諸
勢
力
の
新
な
動
き
を
探
る
為
に
は
更
に
平
麗
藩
没
落
後
に
於
け
る
遼
酉
の
情
勢
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

第
二
項

平
虚
翠
節
度
使
没
落
後
の
遼
西

平
虚
藩
軍
が
大
挙
南
下
し
、
遼
西
平
慮
藩
の
撤
廃
が
決
定
せ
ら
れ
て
後
も
、
此
の
地
方
は
尚
中
国
側
に
確
保
せ
ら
れ
、
幽
州
節
度
使
の
所
領

に
入
れ
ら
れ
て
ゐ
た
。
尤
も
遼
河
に
近
い
遼
西
東
部
、
即
ち
安
東
都
護
府
周
辺
地
域
の
所
領
関
係
に
就
い
て
は
確
実
な
史
料
の
証
明
を
求
め
得

な
い
が
、
営
州
守
中
心
と
す
る
遼
酉
西
部
や
平
州
の
幽
州
隷
属
に
就
い
て
は
証
明
の
史
料
に
不
足
し
な
い
。

新
唐
書
せ
ハ
方
鎮
表
・
幽
州
の
項
の
宝
応
元
年
の
条
を
見
る
に

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

九



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
〉

ニO

指
陽
節
度
使
復
為
幽
州
節
度
使
。
及
平
虚
陥
。
叉
兼
虚
龍
節
度
使
。

と
あ
る
。
記
述
の
内
容
に
就
い
て
は
検
討
す
べ
き
余
地
が
あ
る
が
、
と
に
か
く
平
州
虚
龍
軍
の
地
が
平
慮
藩
の
没
落
後
幽
州
節
度
使
に
正
式
に

接
収
せ
ら
れ
た
こ
と
だ
け
は
看
取
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
平
州
虚
龍
軍
の
地
は
長
城
内
に
在
り
、
古
く
は
幽
州
の
所
管
で
あ
っ
た
の
を
、
天
宝

元
年
に
入
っ
て
平
宜
に
割
隷
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
平
虚
藩
没
落
後
は
そ
の
日
領
域
の
う
ち
で
此
の
地
が
真
先
に
接
収
せ
ら
れ
た
も
の
と
思

は
れ
る
。
次
に
旧
唐
書
一
一
一
円
朱
枇
伝
に
、
彼
の
父
懐
玉
の
こ
と
を
述
べ
て

宝
応
中
。
李
懐
仙
（
脚
酬
節
）
帰
順
。
奏
為
蔚
州
刺
史
・
平
直
筆
留
後
・
控
室
使
。

と
あ
り
、
此
の
記
事
も
亦
平
慮
箪
留
後
・
柳
城
軍
使
や
そ
の
蔚
州
刺
史
と
の
関
係
等
を
中
心
と
し
て
詳
考
す
べ
き
幾
多
の
問
題
点
を
含
ん
で
ゐ

る
が
、
と
に
か
く
幽
州
が
平
慮
藩
没
浮
後
の
営
州
及
び
残
留
部
隊
の
接
収
に
乗
出
し
て
ゐ
た
こ
と
を
窺
知
す
る
に
足
る
史
料
で
あ
る
。
次
に
先

掲
方
鎮
衰
の
記
事
の
後
段
に
は

置
平
虚
防
禦
・
本
軍
営
団
使
。

と
あ
っ
て
、
平
虚
軍
防
禦
使
・
本
軍
営
田
使
を
置
い
た
乙
と
が
見
え
る
。
防
禦
使
は
安
史
の
乱
の
勃
発
以
前
か
ら
軍
の
要
大
な
も
の
の
司
令
官

と
し
て
置
か
れ
て
お
り
、
乱
後
は
一
州
の
防
衛
司
令
官
と
し
て
刺
史
の
兼
任
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
ゐ
た
。
叉
乱
後
の
防
禦
使
は
何
れ
か
の

時
川
辺

藩
鎮
に
属
す
る
原
則
と
な
っ
て
ゐ
た
。
此
の
様
に
考
へ
る
と
、
平
慮
軍
防
禦
使
の
設
置
は
そ
の
挙
寧
南
下
後
の
接
収
と
駐
在
軍
団
再
補
強
の
意

図
と
を
示
す
も
の
と
云
へ
ょ
う
。
防
禦
使
は
恐
ら
く
営
州
刺
史
と
本
軍
営
田
使
と
を
共
に
兼
任
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
接
収
補
強
を
意
図
し

た
の
は
勿
論
幽
州
藩
で
、
そ
れ
は
此
の
記
事
が
幽
州
の
項
に
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
自
明
で
あ
る
。
そ
の
後
幽
州
が
平
慮
（
営
州
）
を
確

保
し
て
ゐ
た
こ
と
は
新
唐
書
ゴ
一
朱
潜
（
幽
州
節
度
使
）
伝
に

大
歴
末
。
柔
乱
殺
王
。
女
逃
帰
道
平
虚
。
潜
以
錦
繍
張
道
待
其
至
。

と
あ
る
に
依
っ
て
明
か
で
あ
る
。
次
に
新
唐
書
雄
一
二
地
理
志
・
営
州
の
条
に



鎮
安
寧
。
本
燕
郡
守
捉
域
。
貞
元
二
年
為
軍
域
。

と
あ
り
、
唐
会
要
崎
七
節
度
使
の
項
に
も

鎮
安
寧
。
貞
元
二
年
四
月
二
十
二
日
。
於
燕
郡
守
捉
置
。

と
あ
っ
て
、
営
州
治
の
東
方
、
今
の
義
県
の
地
に
あ
っ
た
燕
郡
守
捉
が
徳
宗
の
時
代
に
寧
に
升
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
そ
の
所
属
は
幽
州
で
あ

る

以
上
の
詩
史
料
に
依
り
平
慮
藩
没
落
後
の
遼
西
地
方
が
依
然
と
し
て
中
国
の
支
配
下
に
保
た
れ
、
少
く
と
も
西
部
地
区
の
要
衝
た
る
営
州
や

燕
郡
に
は
兵
団
が
配
置
せ
ら
れ
、
藩
軍
大
挙
南
下
後
の
軍
備
が
徐
々
乍
ら
も
再
強
佑
せ
ら
れ
て
行
っ
た
こ
と
は
疑
ひ
な
い
も
の
と
云
へ
ょ
う
。

但
し
そ
の
再
強
佑
は
幽
州
管
下
の
一
支
郡
と
し
て
の
幽
州
藩
に
よ
る
経
営
で
あ
っ
て
、

一
藩
の
再
建
が
目
論
ま
れ
た
様
子
は
無
く
、
従
っ
て
軍

備
の
再
強
化
に
も
自
ら
低
い
限
界
が
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
尚
嘗
州
方
面
に
対
す
る
幽
州
節
度
使
の
支
配
は
長
く
唐
末
か
ら
五
代
初
ま
で
続

く
の
で
あ
る
が
、
此
の
こ
と
に
就
い
て
は
更
め
て
詳
考
す
る
。

第
三
項

小
高
句
麗
固
に
対
す
る
唐
の
宗
主
権
の
喪
失

中
興
の
英
主
玄
宗
が
長
年
の
努
力
を
傾
け
て
築
き
上
げ
た
東
北
辺
外
控
制
の
最
終
体
制
は
、
最
前
線
た
る
遼
酉
の
平
虚
藩
と
比
れ
を
背
後
か

ら
援
け
る
河
北
の
活
陽
藩
と
の
協
力
的
並
行
強
佑
で
あ
り
、
激
海
・
小
高
句
麗
・
室
意
・
柔
・
契
丹
等
の
東
北
辺
外
に
ひ
し
め
く
勤
惇
な
諸
勢
力

を
よ
く
罷
燦
制
圧
し
得
て
ゐ
た
天
宝
年
閣
の
唐
の
覇
権
は
か
う
し
た
両
藩
兵
力
の
巧
な
運
営
に
支
へ
ら
れ
て
ゐ
た
と
云
へ
る
。
最
前
線
の
平
虚

藩
の
軍
隊
は
勤
惇
な
諸
族
の
直
接
正
面
に
立
っ
て
ゐ
た
為
、
実
戦
的
に
鍛
へ
ら
れ
た
精
強
無
比
の
兵
で
あ
っ
た
。
平
慮
藩
前
面
の
脅
威
を
な
す

諸
勢
力
は
、
此
れ
を
大
別
し
て
遼
東
の
勧
海
・
小
高
句
麗
等
通
古
斯
系
所
属
の
も
の
と
、
遼
西
の
奨
・
契
丹
及
び
そ
の
北
方
の
室
章
等
東
胡
系

所
属
の
も
の
と
に
分
れ
て
ゐ
た
。
か
う
し
た
形
勢
に
対
応
し
て
平
虚
藩
の
軍
団
配
置
も
大
体
東
西
の
二
大
群
に
分
け
ら
れ
て
ゐ
た
と
云
へ
る
。

即
ち
平
虚
・
慮
龍
・
懐
遠
三
軍
と
議
関
守
担
と
の
四
寧
団
は
東
胡
系
諸
勢
力
に
対
し
、
保
定
寧
と
安
東
・
汝
羅
・
裏
平
・
亙
闇
・
懐
遠
・
燕
郡

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

六
守
捉
と
の
七
軍
聞
は
通
古
斯
系
諸
勢
力
に
対
し
て
配
置
せ
ら
れ
た
・
も
の
で
、
前
者
は
藩
帥
の
会
府
に
近
く
、
後
者
は
安
東
都
謹
府
の
周
辺
に

布
置
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
勿
論
、
此
れ
ら
ニ
群
の
諸
軍
団
は
平
虚
節
度
使
の
統
帥
の
下
に
機
に
臨
み
変
に
応
じ
て
東
西
に
融
通
活
用
せ
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
常
備
体
制
と
し
て
は
東
酉
二
区
の
分
担
的
な
配
備
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
天
宝
初
年
以
後
、
湖
海
国
勢
の
急
激

な
躍
進
に
よ
っ
て
唐
の
遼
東
政
策
の
成
敗
の
鍵
は
溺
海
対
策
の
成
否
に
か
か
る
様
に
な
り
、
殊
に
劫
海
を
威
圧
す
る
に
足
る
兵
力
の
配
備
な
く

強
力
佑
の
新
事
態
に
対
処
し
て
天
宝
初
年
に
増
設
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
て
は
小
高
句
麗
に
対
す
る
唐
の
宗
主
権
の
維
持
も
有
り
得
な
い
こ
と
が
明
か
と
な
り
、
安
東
都
護
府
周
辺
の
多
数
軍
団
は
か
う
し
た
勘
海
国

つ
ま
り
天
宝
年
聞
に
於
げ
る
唐
の
遼
東
対
策
は
、
安
東
都
護
府
周

辺
の
七
軍
団
を
以
て
前
線
中
の
前
線
兵
力
と
し
、
会
府
周
辺
の
四
軍
団
の
兵
力
を
以
て
一
方
に
東
胡
系
を
控
制
し
つ
つ
七
軍
国
後
援
の
軍
と
し

て
の
脱
み
を
も
利
か
さ
せ
、
更
に
活
陽
の
大
兵
力
を
以
て
後
詰
め
の
役
割
を
果
さ
し
め
る
体
制
を
採
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
応
辺
外

控
制
の
目
的
を
達
成
し
た
意
味
で
成
功
し
て
ゐ
た
と
云
へ
る
が
、
安
史
の
大
乱
は
一
挙
に
此
の
体
制
を
根
本
か
ら
覆
へ
し
て
終
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
遼
東
政
策
も
亦
破
綻
し
、
小
高
句
麗
に
対
す
る
唐
の
宗
主
権
が
失
は
れ
去
っ
た
こ
と
は
当
然
推
掴
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
然
し
大
乱
と

小
高
句
麗
と
の
関
係
を
伝
へ
た
史
料
は
全
く
見
出
窓
れ
な
い
。
そ
こ
で
か
う
し
た
小
高
句
麗
固
に
対
す
る
宗
主
権
の
喪
失
と
云
ふ
立
場
か
ら
先

に
考
説
し
た
大
乱
に
よ
る
平
屋
藩
の
没
落
過
程
を
ふ
り
返
り
以
て
史
料
の
歓
を
補
ふ
乙
と
と
す
る
。

安
史
の
大
乱
は
幽
州
沼
陽
を
根
拠
と
し
て
捲
き
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
唐
の
遼
東
政
策
の
軍
一
事
体
制
が
後
詰
め
の
面
で
大
き
く
崩

れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
延
い
て
は
平
虚
藩
の
威
力
を
も
大
き
く
減
退
せ
し
め
た
こ
と
と
な
る
。
大
乱
に
於
け
る
平
慮
藩
の
反
応
は
頗
る
複
雑
な

変
転
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
大
乱
勃
発
直
後
は
先
づ
賊
軍
側
と
官
軍
側
と
の
ニ
派
に
分
れ
た
藩
箪
内
の
内
紛
と
し
て
表
れ
て
ゐ
る
。
更
に
此
の
内

紛
を
細
か
く
見
る
に
、
都
護
府
側
は
終
始
一
貫
し
て
官
軍
側
に
立
ち
、
宮
賊
両
派
に
分
裂
動
揺
し
た
の
は
藩
の
牙
軍
側
で
あ
っ
た
。
即
ち
安
禄

山
か
ら
平
鹿
節
度
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
日
知
謡
は
、
至
徳
元
年
の
初
め
頃
、
安
東
都
護
府
の
代
表
た
る
副
大
都
護
馬
霊

7
T誘
殺
し
た
が
、
平
虚

軍
内
の
幹
部
た
る
劉
客
奴
・
董
秦
等
は
新
に
都
護
府
の
代
表
と
な
っ
た
王
玄
志
の
声
援
を
得
て
自
知
講
を
殺
し
、
劉
客
奴
が
新
に
節
度
使
に
な



っ
て
平
慮
藩
を
勤
王
の
一
本
に
纏
め
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
遼
東
璃
腐
の
直
接
担
当
機
関
た
る
安
東
都
謹
府
と
そ
の
周
辺
に
在
る
第
一
線
諸
軍
団
と

は
、
安
史
の
乱
の
勃
発
後
幾
何
も
な
く
し
て
起
っ
た
平
康
街
府
内
の
ニ
派
攻
争
に
よ
っ
て
平
慮
本
軍
の
後
援
を
喪
ひ
逆
に
そ
の
活
動
目
標
を
在

来
の
遼
東
辺
外
勢
力
か
ら
百
八
十
度
転
回
し
て
平
慮
藩
の
勤
王
的
結
束
の
確
立
に
向
け
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
溺
海
・
小
高
句
麗

に
対
す
る
罷
膿
体
制
が
そ
の
一
角
に
破
綻
を
来
し
た
わ
け
で
、
従
来
の
制
圧
力
は
大
き
く
退
潮
し
始
め
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
呂
知
諦
に

代
っ
て
節
度
使
と
な
り
平
虚
藩
を
勤
王
側
に
固
め
た
劉
客
奴
は
直
ち
に
精
鋭
を
率
ゐ
て
長
域
内
の
平
州
に
入
り
、
賊
の
巣
穴
活
陽
の
兵
と
戦
つ

た
。
然
も
彼
は
至
徳
元
年
六
月
に
大
敗
し
て
精
鋭
七
千
人
を
喪
ひ
、
十
ご
月
に
は
徐
帰
道
の
為
に
平
州
で
毒
殺
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
藩
論
を

勤
王
側
に
統
一
し
た
劉
客
奴
の
藩
帥
時
代
に
於
い
て
も
、
都
護
府
が
遠
く
長
城
内
に
戟
つ
て
ゐ
る
平
慮
牙
軍
や
慮
龍
の
精
鋭
を
そ
の
遼
東
麗
厩

の
後
援
兵
力
と
し
て
期
待
す
る
乙
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
況
ん
や
挙
藩
賊
軍
の
地
盤
と
化
し
去
っ
た
寵
陽
が
勤
王
側
に
立
っ
た
平
慮
、
特
に
安

東
都
護
府
を
後
援
す
る
乙
と
は
絶
対
に
あ
り
得
な
か
っ
た
。
遼
東
に
対
す
る
唐
の
覇
鹿
力
の
槌
色
は
歴
然
と
窺
へ
る
。
然
し
此
の
時
ま
で
は
都

護
府
側
軍
団
の
主
力
は
尚
温
存
せ
ら
れ
て
ゐ
た
様
で
、
そ
れ
だ
け
に
安
東
都
護
府
の
第
一
緯
防
衛
は
確
実
に
保
た
れ
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

劉
客
奴
を
平
州
に
毒
殺
し
た
張
本
人
が
私
か
に
賊
寧
に
通
じ
た
平
虚
の
留
守
の
徐
帰
道
で
あ
る
ζ

と
を
知
っ
た
安
東
の
王
玄
志
は
、
六
千
の

兵
舎
以
て
彼
を
平
慮
に
襲
殺
し
た
。
此
の
六
千
の
兵
力
乙
そ
は
安
東
守
担
を
中
心
と
す
る
都
護
府
周
辺
の
諸
事
団
か
ら
精
鋭
を
よ
り
す
ぐ
っ
た

も
の
で
あ
ら
う
。
先
に
劉
客
奴
等
が
品
知
講
を
殺
し
た
時
、
王
玄
志
は
遥
か
に
此
れ
を
声
援
し
て
ゐ
る
が
、
兵
を
率
ゐ
て
攻
争
に
参
加
し
て
は

居
な
い
。
そ
れ
は
遼
東
対
策
の
兵
力
を
損
耗
せ
し
め
ぬ
様
に
配
慮
し
て
の
乙
と
で
あ
ら
う
。
此
の
温
容
せ
ら
れ
た
兵
力
は
、
そ
の
大
部
分
を
平

州
で
の
活
陽
攻
撃
戦
に
送
り
出
し
て
残
留
部
隊
の
少
く
な
っ
て
ゐ
た
筈
の
平
虚
の
留
守
徐
帰
道
に
取
っ
て
は
脅
威
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
披

が
賊
に
密
通
し
て
劉
客
奴
を
平
州
に
毒
殺
し
た
十
二
月
よ
り
数
箇
月
前
に
樹
海
に
使
臣
を
遣
し
四
万
騎
の
出
兵
を
乞
ふ
て
ゐ
る
の
は
、
恐
ら
く

安
東
の
温
存
せ
ら
れ
て
ゐ
る
兵
力
の
西
進
を
牽
制
せ
ん
と
し
た
工
作
で
あ
ら
う
。
此
の
計
画
は
樹
海
の
大
乱
不
介
入
方
針
に
よ
っ
て
失
敗
し
、

結
局
、
六
干
の
兵
に
襲
殺
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
・
徐
帰
道
を
襲
殺
し
た
王
玄
志
は
自
ら
節
度
使
、
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
平
州
に

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
璃
国
占
領
（
日
野
）



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
湖
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

四

南
下
し
て
活
陽
と
の
攻
争
に
恵
念
し
た
。
即
ち
都
護
府
周
辺
の
第
一
線
兵
力
の
精
鋭
六
千
は
活
陽
と
の
戦
に
転
用
せ
ら
れ
て
長
域
内
に
去
っ
た

の
で
あ
る
。
此
れ
が
唐
の
遼
東
覇
牒
力
の
弱
佑
を
一
段
と
促
進
せ
し
め
た
ζ

と
は
疑
ひ
な
い
。

王
玄
志
は
勤
王
に
奮
戦
す
る
う
ち
に
死
亡
し
、
代
っ
て
平
虚
の
節
度
使
と
な
り
引
続
い
て
奮
戦
し
て
ゐ
た
侯
希
逸
は
形
勢
の
悪
佑
に
堪
へ
得

ず
し
て
、
上
元
二
年
五
月
頃
よ
り
挙
軍
南
下
の
作
戦
に
移
り
、
翌
宝
応
元
年
の
初
め
、
二
万
の
大
寧
ぞ
統
率
し
て
山
東
の
青
州
に
入
っ
た
。
安

東
都
護
府
を
含
め
た
平
虚
藩
の
没
落
で
あ
る
。
此
の
没
落
が
遼
東
に
対
す
る
唐
の
宗
主
権
の
没
落
を
も
結
果
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
は

ず
し
て
明
か
で
あ
る
。

青
州
に
入
っ
て
そ
の
節
度
使
と
な
っ
た
侯
希
逸
は
平
虚
軍
の
寧
号
を
保
持
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
此
れ
よ
り
平
慮
節
度
使
と
は
育
州
の
節

度
使
を
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
唐
朝
が
平
慮
没
落
後
の
遼
西
に
平
慮
の
再
建
を
ゐ
き
ら
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
遼
東
巻
含
む
唐

の
東
北
政
策
の
後
退
、
辺
外
の
放
棄
が
廟
堂
の
大
方
針
と
し
て
決
定
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
平
盛
没
落
後
の
遼
西
を
接
収
し
た
の
は
幽
州
活
陽

藩
（
慮
龍
と
改
名
）
で
、
営
州
や
燕
郡
の
軍
備
の
再
強
化
が
行
は
れ
た
が
、
旧
の
都
護
府
地
区
の
軍
備
が
再
強
化
せ
ら
れ
た
形
控
は
な
い
。
然

も
幽
州
藩
は
唐
末
迄
唐
朝
の
支
配
を
受
付
け
ず
、
自
立
世
襲
の
藩
鎮
と
し
て
独
自
の
春
在
を
続
け
て
ゐ
た
。
唐
朝
の
遼
東
に
対
す
る
支
配
が
終

に
再
び
実
現
せ
ら
れ
な
か
っ
た
ζ

と
は
更
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

上
述
の
如
く
、
安
史
の
乱
の
勃
発
後
、
唐
の
遼
東
に
対
す
る
制
圧
が
忽
ち
失
は
れ
、
小
高
句
麗
が
そ
の
璃
厩
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、

そ
れ
ま
で
遼
東
の
制
圧
に
当
っ
て
ゐ
た
平
虚
藩
の
没
落
過
程
、
そ
の
中
で
の
安
東
都
護
府
の
没
落
過
程
、
及
び
幽
州
藩
の
賊
巣
化
等
か
ら
紛
れ

な
い
当
然
の
結
果
と
し
て
推
断
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
史
料
的
に
此
の
結
果
を
実
証
す
る
も
の
は
遺
憾
乍
ら
全
く
見
出
せ
な
い
。

唐
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
遼
東
の
勢
力
と
し
て
先
づ
強
力
な
活
動
を
展
開
し
得
べ
き
も
の
は
、
小
高
句
麗
よ
り
も
寧
ろ
溺
海
で
あ
っ
た
。
安
東
都

設
府
を
中
心
と
す
る
遼
回
東
部
の
地
区
に
七
箪
悶
を
増
設
し
た
の
は
、
北
方
の
純
通
古
斯
系
抹
鞠
謂
族
を
併
呑
し
て
儲
然
強
大
と
な
っ
た
蹴
海

の
西
進
を
抑
へ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
小
高
句
麗
に
対
す
る
庸
の
宗
主
権
を
守
ら
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
所
が
此
の
七
軍
団
は
安
史
の
大
乱
に
よ



っ
て
消
滅
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
樹
海
は
今
や
小
高
句
麗
国
を
占
領
し
得
べ
き
機
会
を
与
へ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
唐
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
筈

の
小
高
句
麗
国
に
就
い
て
の
史
料
が
中
国
側
の
文
献
中
に
求
め
ら
れ
な
い
現
在
、
そ
の
歓
を
補
ふ
べ
き
残
さ
れ
た
方
法
は
、
大
乱
に
よ
っ
て
唐

か
ら
解
放
せ
ら
れ
、
従
っ
て
唐
か
ら
の
庇
護
を
も
失
っ
た
筈
の
小
高
句
麗
に
対
し
て
樹
海
が
ど
の
様
に
動
い
た
か
を
追
及
す
る
以
外
に
な
い
。

よ
っ
て
次
に
溺
海
の
動
き
を
小
高
句
麗
国
研
究
の
立
場
か
ら
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

第

二

節

勤

海

の

小

高

句

麗

国

占

領

開
元
の
末
年
、
塞
外
の
大
帝
国
突
販
が
漬
散
し
て
遊
牧
勢
力
の
圧
迫
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
働
海
は
、
忽
ち
北
進
の
軍
事
行
動
を
起
し
、
突
厩

を
背
景
と
し
て
樹
海
に
対
峠
し
て
ゐ
た
払
浬
・
越
喜
、
鉄
利
・
達
垢
等
の
純
通
古
斯
系
株
鞠
諸
族
を
併
呑
し
、
北
隣
一
帯
の
類
縁
族
統
合
の
宿

願
を
達
成
し
た
。
そ
の
後
こ
れ
ら
新
収
地
の
統
治
経
営
に
力
を
注
ぎ
、
天
宝
十
一
年
に
は
払
浬
椋
輔
の
一
大
中
心
地
で
あ
っ
た
上
京
龍
泉
府
の

地
に
遷
都
し
た
。
か
く
し
て
膨
大
な
新
収
地
属
と
そ
の
住
民
と
を
新
な
一
大
要
素
に
加
へ
た
勤
海
の
国
力
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
と
考
へ
ら

れ
る
が
、
中
国
に
安
史
の
大
乱
が
勃
発
し
た
天
宝
十
四
年
末
は
、
崩
海
が
北
進
政
策
の
達
成
に
よ
っ
て
新
な
国
家
体
制
を
整
へ
国
力
を
充
実
し

て
更
に
次
の
飛
躍
に
移
り
得
る
態
勢
が
充
分
に
調
へ
ら
れ
て
ゐ
た
時
で
あ
っ
た
。
安
史
の
乱
は
そ
れ
ま
で
強
力
で
あ
っ
た
唐
の
遼
東
に
対
す
る

制
圧
力
を
忽
ち
萎
縮
せ
し
め
、
全
く
無
力
佑
せ
し
め
た
。
湖
海
が
此
の
機
に
乗
じ
て
遼
東
に
於
け
る
勢
力
拡
大
政
策
を
推
進
し
た
こ
と
は
容
易

に
推
想
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

安
史
の
乱
に
際
し
繭
海
が
中
国
に
対
し
て
執
っ
た
態
度
は
官
賊
何
れ
に
も
捲
き
込
ま
れ
ま
い
と
す
る
申
立
主
義
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
四
万

騎
の
援
兵
を
請
ふ
た
禄
山
側
の
平
虚
節
度
使
徐
帰
道
に
対
し
て
味
方
し
な
か
っ
た
溺
海
は
、
徐
帰
道
を
諒
し
た
勤
王
側
の
王
玄
志
に
対
し
て
も

味
方
し
た
形
遮
は
無
く
、
事
件
を
中
国
の
内
乱
と
し
て
只
形
勢
の
推
移
を
見
つ
め
て
ゐ
た
に
す
ぎ
な
い
。
叉
平
虚
軍
の
幽
州
藩
と
の
戦
や
そ
の

挙
藩
南
下
の
隙
に
乗
じ
て
遼
西
侵
占
を
規
っ
た
様
子
も
な
い
。
平
虚
藩
軍
の
大
挙
南
下
し
た
後
も
中
国
が
遼
西
を
保
ち
得
た
所
以
の
一
は
樹
海

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
〈
日
野
）

二
五



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

一一六

の
不
侵
入
方
針
に
在
っ
た
と
云
へ
る
。
乱
中
乱
後
を
通
じ
て
助
海
は
中
国
に
対
し
て
全
く
局
外
中
立
の
立
場
を
取
っ
て
ゐ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

然
し
こ
の
こ
と
か
ら
劫
海
の
対
外
政
策
が
消
極
的
で
小
高
句
麗
に
対
し
て
も
不
侵
略
の
態
度
ぞ
維
持
し
て
ゐ
た
と
類
推
す
る
の
は
正
し
く
な

し、。
所
謂
満
洲
の
地
に
於
い
て
文
佑
的
・
経
済
的
に
最
も
聞
け
た
先
進
地
は
小
高
麗
国
の
領
域
た
る
遼
河
流
域
の
南
満
沃
地
で
、
農
鉱
林
漁
の
豊

富
な
経
済
力
は
他
の
地
域
に
懸
絶
し
、
そ
れ
だ
け
に
政
治
的
に
も
最
も
重
要
な
地
域
と
な
っ
て
ゐ
た
。
満
洲
方
面
の
国
家
は
此
の
地
域
を
領
土

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
東
亜
の
大
国
と
な
る
を
得
た
。
大
高
句
麗
や
金
帝
国
の
発
展
は
も
と
よ
り
‘
契
円
帝
国
の
強
盛
ぷ
へ
此
の
地
万

の
占
領
に
負
ふ
所
が
絶
大
で
あ
っ
た
。
強
大
佑
を
求
め
て
純
通
古
斯
系
椋
鞠
訴
族
の
併
合
に
巡
進
し
た
一
割
海
が
彼
等
自
身
と
全
く
の
同
族
で
J

の

り
、
満
洲
第
一
の
発
展
地
域
た
る
小
高
句
麗
の
境
域
に
霊
誕
し
な
い
筈
は
な
く
、
又
や
が
て
「
海
東
の
路
国
」
と
揺
は
れ
る
に
至
っ
た
溺
海
の

大
発
展
に
南
満
の
財
力
が
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
考
へ
難
く
、
必
ず
や
溺
海
は
か
ね
て
よ
り
遼
東
進
占
を
意
図
し
、
安
史
の
自
に
乗
じ
唐
の
小

高
句
麗
固
に
対
す
る
宗
主
権
の
喪
失
と
交
替
に
此
の
国
を
占
領
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
海
東
の
盛
固
と
な
り
得
た
の
で
あ
ら
う
。
然
し
か
う
し
た

推
測
ぞ
助
け
る
に
足
る
史
料
、
即
ち
安
史
の
乱
に
乗
じ
た
湖
海
の
小
高
句
麗
国
侵
占
を
示
す
所
伝
は
中
国
側
文
献
の
う
ち
に
は
会
く
見
出
せ
な

ぃ
。
所
が
幸
に
も
日
本
側
の
文
献
に
此
の
推
定
の
立
証
に
役
立
つ
記
事
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

先
に
引
用
し
た
国
史
大
系
本
日
本
紀
略
前
篇
十
一
所
引
の
続
日
本
紀
一
」
ニ
天
平
宝
字
二
年
九
月
丁
亥
の
条
に

小
野
朝
臣
田
守
等
。
至
自
湖
海
。
融
海
大
使
・
輔
国
大
将
軍
兼
将
軍
・
行
木
底
州
刺
史
兼
兵
署
少
正
・
開
国
公
楊
承
慶
己
下
廿
三
人
。
随

田
守
来
朝
。
便
於
越
前
国
安
置
。

と
あ
っ
て
、
崩
海
の
輔
国
大
将
軍
兼
将
軍
兼
兵
署
少
正
で
あ
り
、
行
木
底
州
刺
史
で
ふ
の
っ
た
楊
承
慶
が
崩
海
の
大
使
と
し
て
日
本
人
に
随
っ
て

渡
来
し
た
と
伝
へ
て
ゐ
る
。
木
底
州
は
今
の
興
京
の
西
方
木
奇
の
地
に
比
定
せ
ら
れ
、
そ
の
州
城
は
木
奇
の
凶
北
の
水
手
壁
手
に
在
る
高
麗
大

域
な
り
と
謂
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
安
東
都
督
た
る
小
高
句
麗
国
王
の
領
州
の
一
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
、
嘗
て
論
述
し
た
如
く
で
あ
る
。
天
平
宝



字
二
年
は
唐
の
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
で
、
安
史
の
乱
の
真
最
中
で
あ
る
。
所
で
比
の
木
底
州
の
刺
史
を
特
に
行
木
底
州
刺
史
と
云
っ
て
ゐ
る

の
は
注
目
す
べ
き
で
、
行
の
意
味
に
就
い
て
一
応
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

唐
代
に
用
ひ
ら
れ
た
州
県
関
係
の
「
行
」
に
は
少
く
と
も
二
つ
の
用
法
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
州
や
県
等
に
冠
附
し
て
そ
の
僑

治
の
も
の
た
る
乙
と
を
示
す
場
合
で
あ
る
。
即
ち
州
治
や
県
治
を
臨
時
に
本
来
の
位
置
か
ら
他
の
位
置
に
移
し
た
場
合
、
再
び
本
来
の
位
置
に

還
る
ま
で
の
僑
治
の
州
県
を
指
し
て
行
州
・
行
県
と
云
ひ
、
首
都
の
場
合
は
行
在
と
云
っ
た
。
元
和
年
問
、
禁
州
を
会
府
と
し
て
申
・
光
二
州

を
支
郡
に
有
し
て
ゐ
た
准
西
節
度
使
呉
元
済
が
叛
い
た
時
、
そ
の
討
誌
に
起
ち
上
っ
た
憲
宗
は
唐
州
の
東
界
に
臨
時
の
茶
州
庁
を
設
け
て
行
禁

純一

ω

州
と
し
、
後
日
本
来
の
禁
州
接
収
の
日
に
備
へ
て
太
子
僕
楊
元
卿
を
行
禁
州
刺
史
に
任
じ
て
ゐ
る
。
比
の
場
合
の
「
行
禁
州
刺
史
」
は
行
察
州

許
出

そ
の
刺
史
は
従
三
品
た
る
べ
き
筈
の
も
の
で
あ
る
が
、

の
刺
史
で
あ
る
。
本
来
の
察
州
は
上
州
で
あ
る
か
ら
、

太
子
僕
は
従
四
品
で
あ
る
か

ら
、
右
の
場
合
の
行
察
州
刺
史
は
官
品
の
偏
い
者
の
就
任
で
あ
っ
た
乙
と
に
な
る
。

「
行
」
の
第
二
の
用
法
は
官
品
の
高
い
官
吏
が
本
来
は
自

分
よ
り
官
品
の
低
い
者
が
任
ぜ
ら
る
べ
き
州
や
県
の
刺
史
県
令
に
権
宜
的
に
任
命
せ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
、
比
れ
を
表
す
為
の
使
用
で
あ
る
。
先

掲
小
野
田
守
等
の
上
奏
文
を
見
る
に
、
安
禄
山
に
通
じ
た
徐
帰
道
の
乙
と
を
述
べ
た
部
分
に

平
慮
留
後
事
徐
帰
道
遺
果
毅
都
尉
行
柳
城
県
兼
四
府
（
湖
海
・
黒
水
・
奨
・
契
丹
）
経
略
判
官
張
元
澗
来
聴
湖
海
。
且
徴
兵
馬
。

一一品一云
o

と
あ
っ
て
、
「
行
柳
城
県
」
の
句
が
見
え
て
ゐ
る
。
「
行
柳
城
県
」
と
は
、
此
の
場
合
、
張
元
澗
の
職
で
あ
る
か
ら
、
「
行
柳
域
県
令
」
の
こ
と
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
柳
城
県
は
営
州
の
郭
下
県
で
あ
り
、
時
に
徐
帰
道
は
平
虚
軍
の
留
後
事
と
し
て
営
州
に
居
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
伎
が
柳

城
県
を
他
に
僑
治
せ
し
め
た
筈
は
な
く
、
そ
の
本
来
の
場
所
に
於
い
て
そ
の
県
令
の
職
を
執
っ
て
居
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
此
の
場

合
の
「
行
柳
域
県
（
令
）
」
は
「
行
柳
域
県
の
令
」
で
は
な
く
、
「
柳
城
県
の
行
令
」
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
柳
城
県
の
格
は
中
で
あ
る
か
ら
、

F
g
 

そ
の
県
令
は
正
七
品
上
の
文
官
が
就
任
す
べ
き
も
の
で
あ
引
所
が
右
の
行
柳
城
県
の
張
元
澗
の
果
毅
都
尉
は
武
官
で
あ
り
、
折
衝
都
尉
に
次

詳
託

ぐ
折
衝
府
の
要
職
で
、
上
府
は
従
五
品
下
、
中
府
は
正
六
品
上
、
下
府
は
正
六
品
下
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
張
元
澗
の
果
毅
都
尉
が
上
中
下
府
の

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
出
向
海
の
小
高
匂
蕗
国
占
領
（
日
野
）

二
七



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
糊
海
の
小
高
伺
四
国
占
領
（
日
野
）

二
八

何
れ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
に
し
て
も
、
本
来
柳
城
県
令
た
る
べ
き
・
も
の
の
正
七
品
上
よ
り
も
上
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
紐
れ
な

ぃ
。
つ
ま
り
張
元
澗
が
正
規
の
柳
城
県
令
と
な
る
に
は
、
刊
文
官
で
な
く
武
官
で
あ
っ
た
こ
と
。
制
品
階
が
数
階
上
に
越
え
て
ゐ
た
乙
と
等
の
ニ

点
に
於
い
て
当
時
の
一
般
官
吏
法
に
は
合
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
大
乱
中
の
権
宣
処
置
と
し
て
彼
を
柳
城
県
の
長
官
と
す
る
必
要

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
此
れ
を
「
柳
城
県
令
事
務
取
扱
」
の
形
式
と
す
る
外
な
い
。
此
の
下
級
職
事
務
取
扱
の
意
味
を
表
し
た
の
が
「
行
」
で

あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
此
の
様
に
見
て
来
る
と
、
行
州
刺
史
に
は
二
つ
の
用
法
が
あ
り
、
第
一
は
行
察
州
刺
史
の
例
に
見
る
「
行
州
」
の
刺

史
、
第
二
は
行
柳
城
県
の
例
に
見
る
州
の
「
行
刺
史
」
で
あ
る
。
此
の
様
に
行
刺
史
に
二
つ
の
場
合
が
あ
り
得
た
と
す
れ
ば
、
此
の
唐
制
の
摸

倣
と
恩
は
れ
る
溺
海
の
行
木
底
州
刺
史
が
そ
の
何
れ
の
用
法
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
め
る
。
此
の
際
の
行
木
底
州
刺
史

が
僑
治
中
の
行
木
底
州
の
刺
史
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
本
来
の
木
底
州
の
行
刺
史
で
あ
る
か
は
、
此
の
記
事
の
解
釈
に
重
大
な
関
係
を
も
っ
て

来
る
。
唐
制
に
依
れ
ば
輔
国
大
将
軍
は
正
二
品
、
刺
史
は
州
の
上
中
下
室
長
っ
て
従
三
品
・
正
四
品
上
・
正
四
品
下
と
な
っ
て
包
。
つ

ま
り
行
木
底
州
刺
史
楊
承
慶
は
武
官
で
あ
り
、
正
ニ
品
で
あ
っ
て
、
文
官
の
従
三
品
止
り
で
あ
る
刺
史
に
当
て
は
ま
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
勿

論
、
此
れ
は
溺
海
の
事
例
で
、
唐
の
官
制
そ
の
ま
ま
の
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
と
は
即
言
出
来
な
い
が
、
範
を
唐
に
取
っ
た
樹
海
の
こ
と
で
あ
る

世
お

か
ら
、
大
体
相
似
た
体
制
に
在
っ
た
と
見
て
差
支
へ
あ
る
ま
い
。
果
し
て
然
ら
ば
輔
国
大
将
軍
楊
承
慶
の
刺
史
就
任
は
行
刺
史
の
形
式
を
と
る

外
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
行
木
底
州
刺
史
は
木
底
州
の
行
刺
史
、
即
ち
木
底
州
は
僑
治
で
な
く
、
本
来
の
位
置
た
る
今
の
木
奇
に
在
っ
た
州

と
解
し
得
る
と
と
に
な
る
。
そ
し
て
此
の
解
釈
は
更
に
他
の
面
か
ら
も
支
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
便
宜
上
後
文
に
論
及
す
る
。

繭
海
の
使
臣
は
楊
承
慶
に
続
い
て
翌
三
年
十
月
に
も
日
本
人
に
陪
っ
て
来
朝
し
て
ゐ
る
。
即
ち
続
日
本
紀
・
同
巻
の
三
年
十
月
辛
亥
の
条
に

迎
藤
原
河
清
使
判
官
内
蔵
忌
寸
全
成
。
自
動
海
却
廻
。
海
中
遭
風
漂
着
対
馬
。
樹
海
使
輔
国
大
将
軍
兼
将
軍
玄
寛
州
刺
史
兼
押
衛
官
・
開

国
公
高
南
申
相
随
来
朝
。

と
あ
り
、
此
の
使
臣
の
高
南
申
も
輔
国
大
将
軍
で
玄
寛
州
刺
史
と
な
っ
て
ゐ
る
。
正
し
く
は
行
玄
寛
州
刺
史
と
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
玄



蒐
州
は
漢
の
玄
寛
郡
に
由
来
す
る
。
元
蒐
郡
は
漢
の
武
帝
の
元
封
三
年
（
前
一

O
入
）
に
初
め
て
置
か
れ
、
今
の
輯
安
に
治
し
て
洞
溝
平
野
一

帯
を
管
し
て
ゐ
た
明
高
句
麗
の
勃
興
に
逐
は
れ
、
回
帝
の
元
鳳
六
年
（
七
五
）
、

蘇
子
河
の
上
流
、
今
の
興
京
老
城
附
近
に
退
、
き
、
更
に
高

句
麗
の
西
方
進
出
に
逐
は
れ
て
後
漢
の
安
帝
の
即
位
の
年
（
悌
帝
の
延
平
元
年
H
一
O
六
）
に
更
に
酉
万
に
退
い
た
。
そ
の
地
は
今
の
撫
順
の

市
街
地
永
安
台
に
比
定
せ
ら
れ
、
新
城
州
の
故
地
た
る
撫
順
東
北
の
北
関
山
城
と
二
十
数
町
を
距
て
て
相
対
し
て
ゐ
る
。
此
の
所
調
第
三
玄
蒐

郡
の
名
は
長
く
唐
代
に
ま
で
高
句
麗
圏
内
の
要
地
と
し
て
伝
へ
ら
れ
、
貞
観
九
年
の
太
宗
の
第
一
回
高
句
麗
征
伐
、
乾
封
元
年
（
六
六
六
）
に

開
始
せ
ら
れ
た
高
宗
の
高
句
麗
討
滅
戦
等
に
玄
菟
城
の
名
が
著
は
れ
て
ゐ
る
。
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
は
そ
れ
よ
り
更
に
百
年
近
く
も
後

に
当
る
が
、
尚
此
の
名
が
残
り
、
玄
菟
州
が
杏
在
し
て
ゐ
た
の
で
み
の
ら
う
。
玄
蒐
州
の
名
は
先
に
詳
考
し
た
安
東
都
護
府
下
十
四
州
及
び
都

督
府
下
二
十
三
州
の
う
ち
に
は
全
然
見
え
て
ゐ
な
い
。
然
し
そ
れ
に
し
て
も
今
の
撫
順
の
地
に
当
り
、
新
城
州
に
傍
在
し
て
ゐ
た
此
の
州
は
明

か
に
小
高
句
麗
国
の
一
州
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
都
麓
府
・
都
督
府
下
の
所
管
領
州
中
に
そ
の
名
を
列
せ
ら
れ
な
い
で
然
も
小
高
句
麗
の
所
領

と
し
て
厳
存
し
て
ゐ
た
州
の
例
は
他
に
も
見
出
さ
れ
、
今
の
奉
天
の
地
た
る
落
州
の
如
き
も
そ
の
一
例
で
あ
る
か
路
、
同
じ
く
都
護
府
・
都
督

府
下
の
所
管
州
名
中
に
見
え
て
ゐ
な
い
玄
菟
州
を
以
て
小
高
句
麗
の
一
州
と
認
め
る
こ
と
は
一
向
に
差
支
へ
な
い
。

以
上
、
日
本
側
の
史
料
に
見
え
る
こ
例
の
検
討
に
よ
っ
て
樹
海
の
高
級
武
官
が
小
高
句
麗
の
所
領
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
州
の
長
官
と
な
っ
て
ゐ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
然
も
そ
れ
は
安
史
の
乱
の
酎
な
乾
元
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
。
然
も
此
の
乾

元
元
年
は
安
史
の
乱
が
湖
発
し
て
か
ら
足
か
け
四
年
目
、
満
三
年
足
ら
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
湖
海
は
安
史
の
乱
が
勃
発
す
る
と
幾
何
も
な
く
し

て
小
高
句
麗
国
の
地
を
占
領
し
た
こ
と
と
な
る
。
島
田
好
氏
は
比
の
湖
海
の
二
州
占
領
の
事
実
を
指
摘
せ
ら
れ
た
後
、
此
れ
を
以
て
安
禄
山
の

乱
に
よ
り
安
東
都
護
府
に
代
表
せ
ら
れ
て
ゐ
た
唐
の
遼
東
に
於
げ
る
勢
力
（
実
は
平
慮
藩
及
び
此
れ
を
後
援
し
て
ゐ
た
活
陽
の
二
藩
に
代
表
せ

ら
れ
て
ゐ
た
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
）
が
大
遼
河
以
西
に
後
退
し
た
の
に
乗
じ
、
崩
海
が
そ
の
故
地
を
収
め
て
州
県
を
お
い
た
も
の
と
解
せ
ら
れ

註
お

て
ゐ
る
。
湖
海
が
安
史
の
乱
に
乗
じ
て
遼
東
に
進
出
し
た
と
す
る
解
釈
は
上
述
の
愚
見
と
正
に
同
じ
で
、
夙
く
此
の
点
を
指
摘
せ
ら
れ
た
民
の

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

二
九



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

。

慧
眼
に
は
全
く
敬
服
す
る
が
、

同
氏
の
見
解
は
小
高
句
麗
国
の
寄
在
を
見
逃
し
た
上
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
ゐ
る
こ
と
に
大
き
な
弱
点
が
あ

り
、
小
高
句
麗
の
寄
在
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
更
に
詳
し
く
考
察
を
却
へ
る
必
要
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。

小
高
句
麗
国
が
中
国
の
侵
略
を
受
け
た
筈
の
な
い
乙
と
は
先
に
述
べ
た
乱
中
の
平
虚
藩
の
動
き
に
照
し
て
明
か
で
あ

り
、
叉
別
に
詳
述
す
る
如
く
、
回
花
や
奨
・
契
丹
等
の
遊
牧
勢
力
も
そ
の
注
意
を
中
国
の
内
乱
に
引
き
つ
け
ら
れ
、
戦
場
の
収
穫
に
力
を
注
い

安
史
の
乱
に
際
し
、

で
特
定
地
域
の
占
有
を
推
進
す
る
こ
と
な
く
、
専
ら
中
国
の
城
邑
郷
村
の
攻
掠
に
奔
走
し
て
お
り
、
且
つ
そ
の
持
前
の
強
大
な
活
動
力
が
梢
々

減
退
し
て
ゐ
て
、
小
高
句
麗
に
強
力
な
侵
入
を
敢
で
し
た
と
は
大
勢
的
に
考
へ
ら
れ
な
い
。
平
虚
務
翠
の
大
挙
南
下
し
た
後
の
遼
西
が
尚
よ
く

中
国
の
手
に
保
た
れ
て
ゐ
た
所
以
の
一
も
か
う
し
た
遊
牧
系
勢
力
の
実
情
に
在
っ
た
と
一
広
へ
る
。
即
ち
小
高
句
麗
が
西
方
か
ら
強
力
な
外
敵
の

侵
略
を
受
け
て
州
県
を
東
方
に
僑
治
し
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
小
高
句
麗
を
侵
占
し
得
る
実
力
と
条
件
と
を
有
し
て
ゐ
た
の
は
そ

の
東
北
二
面
に
於
い
て
接
境
す
る
湖
海
の
み
で
み
る
が
、
湖
海
の
侵
占
に
よ
っ
て
乙
れ
を
守
口
け
た
小
高
句
麗
国
の
州
の
僑
治
が
行
は
れ
る
場
合

の
移
転
先
は
湖
海
と
は
反
対
側
の
州
本
来
の
位
置
か
ら
見
て
西
南
の
方
向
に
求
め
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。
此
の
様
に
見
て
来
る
と
小
高
句
麗
の
行

州
が
湖
海
内
に
置
か
れ
て
ゐ
た
筈
は
無
く
な
る
。
従
っ
て
先
の
行
木
底
州
刺
史
の
解
釈
も
溺
海
領
内
に
移
さ
れ
た
行
木
底
州
の
刺
史
で
は
な
く
、

原
位
置
の
ま
ま
の
木
底
州
の
行
刺
史
の
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

先
に
｝
推
考
し
た
行
木
底
州
刺
史
の
解
釈
と
全
く
一
致
す
る
。

そ

し
て
此
の
こ
と
は
溺
海
が
木
底
州
、
延
い
て
は
玄
蒐
州
を
も
そ
の
原
位
置
に
於
い
て
占
領
し
、
そ
こ
に
品
階
の
高
い
高
級
武
官
を
派
し
て
刺
史

と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
高
級
武
官
の
刺
史
を
置
い
た
こ
と
は
そ
の
占
領
が
相
当
の
武
力
を
以
て
行
は
れ
、
叉
占
領
後
も
相
当
の
兵
力
が
配

置
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
即
ち
勧
海
は
安
史
の
乱
に
よ
っ
て
平
宜
箪
の
対
外
戚
制
が
弛
み
、
唐
の
小
高
句
麗
に
対
す
る
罷
燦
力
が

喪
は
れ
た
の
に
乗
じ
、
有
力
な
兵
団
を
派
遣
し
て
錆
京
方
面
の
木
底
州
や
撫
順
方
面
の
玄
寛
州
等
巻
占
領
し
、
屯
駐
兵
力
を
背
景
と
し
た
蹴
海

の
高
扱
武
官
を
刺
史
に
任
命
し
て
そ
れ
ら
占
領
の
諸
州
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。
溺
海
の
此
れ
ら
諸
州
の
占
領
は
唐
の
勢
力
の
後
退
K
よ
っ
て

無
主
の
地
と
な
っ
た
遼
東
の
接
収
で
は
無
く
、

又
そ
れ
ら
諸
州
は
無
主
の
地
に
蹴
出
が
設
置
し
た
も
の
で
も
な
い
。

小
高
句
魁
の
主
艇
を
犯



し
て
の
強
占
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
州
の
占
領
と
高
級
武
官
の
刺
’
史
任
命
と
に
就
い
て
更
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
そ
れ
が
潤
海
の
小
高
句
麗
園
内
全
州
に
対
す
る
同

様
措
置
を
意
味
し
て
ゐ
る
か
、
或
は
全
州
で
は
な
い
が
少
か
ら
ぬ
州
へ
の
措
置
を
意
味
し
て
ゐ
る
か
、
そ
れ
と
も
只
此
の
こ
州
の
み
に
対
す
る

措
置
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
、
と
云
ふ
点
で
あ
る
。
徴
証
す
べ
き
史
料
が
な
い
の
で
、
的
確
な
解
決
は
下
す
べ
く
も
な
い
が
、
少
く
と
も
右
の

う
ち
最
後
の
二
州
の
み
で
あ
っ
た
と
云
ふ
乙
と
は
常
識
的
に
考
へ
難
い
。
刺
史
を
任
命
せ
ら
れ
た
僅
か
二
州
の
乙
と
が
乏
し
い
史
料
の
中
に
完

全
に
今
日
に
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
は
受
取
り
難
い
か
ら
で
あ
る
。

玄
蒐
（
元
菟
）
州
の
地
た
る
撫
順
は
遼
河
・
揮
河
・
英
額
河
・
輝
発
河
・
瑚
爾
恰
河
等
に
沿
っ
て
営
州
よ
り
溺
海
の
中
京
顕
徳
府
に
出
で
更

に
上
京
龍
泉
府
に
至
る
当
時
の
満
華
交
通
の
大
幹
線
、
即
ち
所
謂
潮
海
の
営
州
道
上
の
一
大
要
地
で
あ
り
、
叉
此
所
か
ら
は
、

ω木
底
州
を
経

て
蹴
海
の
西
京
鴨
派
府
（
今
の
臨
江
県
）
に
至
る
街
道
、
問
今
の
会
元
壁
の
地
を
経
て
鉄
嶺
方
面
に
出
で
、
そ
れ
よ
り
北
方
の
扶
余
（
農
安
）

方
面
、
若
じ
く
は
西
方
の
契
丹
に
通
ず
る
街
道
、
川
西
行
し
て
遇
定
鎮
（
払
浬
州
、
裏
平
守
捉
）
を
す
ぎ
、
契
丹
の
住
地
叉
は
営
州
に
入
る
筒

道
等
が
分
岐
し
て
ゐ
て
、
四
通
八
達
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
木
底
州
は
玄
寛
州
よ
り
蕪
子
河
に
沿
っ
て
東
行
し
、
通
化
叉
は
桓
仁
を
経
て
嘗
て

の
高
句
麗
勃
興
の
地
で
あ
り
、
樹
海
の
西
京
鴨
淡
府
の
管
域
で
あ
る
洞
潜
平
野
に
入
る
交
通
幹
線
上
の
要
地
で
あ
り
、
叉
遼
陽
よ
り
白
巌
域
を
経

て
洞
溝
平
野
に
入
る
街
道
と
の
会
通
点
で
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
二
州
共
に
潮
極
圏
内
の
要
地
と
陸
路
中
国
に
入
る
関
門
の
営
州
と
を
結
ぶ
交
通

線
上
の
要
衝
に
当
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
此
の
こ
と
は
潮
海
の
小
高
句
麗
国
内
へ
の
派
兵
の
一
大
目
的
が
遼
酉
・
河
北
を
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
っ
て

ゐ
た
中
国
大
内
乱
の
飛
沫
が
万
一
に
も
東
方
満
洲
の
地
に
ま
で
波
及
し
て
自
国
に
累
の
及
ば
ん
こ
と
を
警
戒
す
る
に
在
っ
た
こ
と
を
証
す
る
も

の
と
云
ヘ
ょ
う
。
安
史
の
叛
軍
の
背
後
に
孤
立
し
、
次
第
に
窮
迫
し
て
終
に
挙
藩
敵
中
を
南
下
し
た
平
慮
軍
の
行
状
を
回
顧
す
る
な
ら
ば
、
河

北
突
破
に
困
難
を
感
じ
た
場
合
の
彼
等
が
軍
を
挙
げ
て
東
方
満
洲
の
地
に
奔
逸
す
る
恐
れ
な
し
と
は
誰
し
も
保
証
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

さ
う
し
た
意
味
で
前
栴
の
小
高
句
麗
へ
の
派
兵
に
は
自
衛
の
口
実
が
あ
っ
た
と
云
へ
る
。
凱
軍
東
奔
の
場
合
、
防
衛
上
の
要
衝
た
る
街
道
要
地

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）
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史
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句
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の
小
高
句
麗
国
領
州
に
派
兵
し
、
そ
れ
に
関
聯
し
て
必
要
と
な
っ
た
州
の
軍
政
を
断
行
し
、
こ
こ
に
小
高
句
麗
国
の
主
権
を
犯
す
が
如
、
き
勘
海

武
官
の
行
刺
史
任
命
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ば
、
期
海
の
小
高
句
麗
内
派
兵
は
た
と
へ
そ
の
全
州
を
網
羅
し
て
は
居
な
か
っ
た

に
し
て
も
、
遼
西
に
通
ず
る
他
の
街
道
上
に
在
る
要
州
に
も
及
ん
で
ゐ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
尤
も
崩
海
の
派
兵
が
万
一
の
防
衛
に
備
へ

る
意
味
を
有
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
紛
れ
な
い
に
し
て
も
、
純
枠
に
さ
う
し
た
防
衛
の
範
囲
内
に
の
み
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
個
の

問
題
と
し
て
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

樹
海
が
日
本
の
使
臣
に
随
行
し
て
遣
し
た
大
使
は
木
底
州
と
玄
寛
州
の
刺
史
で
、
共
に
崩
海
の
本
土
外
た
る
小
高
句
麗
内
の
占
領
地
の
州
政

を
管
掌
し
て
ゐ
た
者
で
あ
る
。
勘
海
が
日
本
に
差
遣
す
る
大
使
と
し
て
毎
回
特
に
此
の
様
な
駐
外
中
の
者
を
選
定
し
た
の
は
何
故
か
。
何
故
に

廟
廷
の
官
僚
を
選
定
し
な
か
っ
た
の
か
。

当
然
抱
一
か
れ
る
筈
の
此
の
疑
問
も
先
掲
続
日
本
紀
の
全
文
を
通
読
す
る
な
ら
ば
自
ら
理
解
せ
ら
れ

る
。
彼
等
大
使
は
日
本
の
遣
唐
使
の
帰
国
に
同
行
し
て
日
本
に
来
り
、
安
史
の
乱
の
推
移
と
そ
の
聞
に
於
け
る
潮
海
の
官
賊
両
軍
と
の
交
渉
の

顕
末
を
日
本
政
府
に
報
告
し
て
ゐ
る
。
即
ち
両
大
使
は
日
本
の
遣
唐
使
の
帰
国
の
世
話
と
、
安
史
の
乱
及
び
そ
れ
に
対
処
し
て
来
た
樹
海
の
態

度
の
説
明
と
を
そ
の
最
も
大
き
な
使
命
と
し
て
ゐ
た
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
は
大
陸
文
化
の
輸
入
に
熱
心
で
、
盛
ん
に
遺
唐

使
を
送
っ
て
ゐ
た
が
、
海
難
事
故
が
多
か
っ
た
為
、
屡
々
往
来
の
途
を
溺
海
に
籍
り
て
ゐ
た
。
さ
う
し
た
こ
と
か
ら
日
本
は
大
唐
の
国
内
事
情

は
勿
論
の
こ
と
、
融
海
と
大
麿
と
の
国
際
関
係
、
殊
に
交
通
路
の
開
聞
に
対
し
て
至
大
の
関
心
ぞ
寄
せ
て
ゐ
た
。
叉
潮
海
は
大
唐
文
化
の
輸
入

に
力
を
注
ぐ
と
共
に
文
化
向
上
の
為
の
経
済
力
培
養
の
必
要
か
ち
舛
国
貿
易
の
振
興
に
つ
と
め
、
日
本
貿
易
を
も
重
視
し
て
対
日
外
交
そ
慎
重

に
扱
っ
て
ゐ
た
。
先
の
両
使
臣
の
日
本
へ
の
派
遣
は
日
本
が
当
然
知
り
た
が
っ
て
ゐ
る
筈
の
安
史
の
乱
の
推
移
や
そ
れ
に
対
処
す
る
樹
海
の
態

度
等
を
説
明
し
て
日
本
の
要
望
に
応
へ
ん
と
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
勿
論
、
そ
の
背
後
に
は
安
史
の
大
乱
と
云
ふ
大
事
件
に
際
会
し
て
樹
海

の
西
境
が
極
度
に
緊
張
し
て
ゐ
る
時
、

背
面
に
あ
る
新
羅
や
日
本
が
ど
う
動
く
か
は
溺
海
に
取
っ
て
大
き
な
関
心
事
た
ら
、
ざ
る
を
得
な
い
の

で
、
使
臣
を
し
て
動
静
を
偵
察
せ
し
め
、
叉
大
乱
の
推
移
や
樹
海
の
対
策
に
就
い
て
の
説
明
を
通
じ
て
日
本
の
動
き
を
樹
海
に
取
っ
て
不
利
に



な
ら
ぬ
方
向
に
導
か
し
め
ん
と
す
る
意
図
を
含
ん
で
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
然
し
そ
れ
に
し
て
も
大
乱
の
報
告
が
表
面
上
の
最
大
使
命
と
な
っ
て
ゐ

此
の
条
件
に
照
し
て
選
定
せ
ら
れ
た
結
果
が
木
底
・
玄
蒐
両
州
の
刺
史
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ

た
以
上
、

そ
の
事
情
通
が
選
ぱ
る
べ
き
で
、

る
。
云
ふ
ま
で
も
な
く
彼
等
は
溺
華
交
通
幹
線
上
に
在
る
圏
外
の
要
地
に
進
出
駐
治
し
、

い
は
ぱ
前
線
の
要
衝
に
在
っ
て
大
乱
の
事
情
に
最
も

精
通
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

崩
海
国
軍
の
進
駐
、
そ
れ
ら
進
駐
軍
の
保
持
に
籍
口
し
た
と
思
は
れ
る
揃
海
国
武
官
の
進
駐
地
刺
史
就
任
は
明
か
に
小
高
句
麗
国
の
主
権
侵

犯
で
あ
り
、
宗
主
国
と
し
て
の
常
識
的
な
権
限
を
も
越
え
た
領
土
の
武
力
的
占
領
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
此
の
崩
海
国
軍
の
進
駐
が
安
史
の
大

乱
に
備
へ
た
単
な
る
勘
海
の
防
衛
目
的
に
出
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
に
托
し
て
大
唐
勢
力
の
後
退
し
た
小
高
句
麗
国
を
取
込
ま
ん

と
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
何
れ
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
安
史
の
乱
は
粛
宗
一
代
を
経
て
代
宗
の
初
め
ま
で
八
九
年
の
長
き
に
わ
た
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
崩
海
軍
の
屯
駐
も
長
び
い
て
ゐ
た
わ
け
で
、
此
の
間
に
溺
海
が
完
全
に
小
高
句
麗
を
そ
の
制
圧
下
に
緊
縛
し
た
こ
と
は
推
想
に
難

く
な
い
。
小
高
句
麗
の
国
運
は
唐
一
代
を
通
じ
て
続
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
占
領
が
小
高
句
麗
の
討
滅
を
目
指
し
た
も
の
で
な
い
こ

と
は
疑
ひ
な
い
が
、
武
力
進
駐
を
伴
っ
た
厳
し
い
制
圧
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
対
外
威
力
の
失
墜
に
よ
っ
て
唐
の
制
圧

か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
小
高
句
麗
国
は
一
瞬
の
完
全
独
立
を
得
る
暇
も
な
く
、
直
ち
に
崩
海
の
一
層
強
大
な
制
圧
を
受
け
、
そ
の
属
国
的
な
地
位

に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

安
史
の
乱
に
際
し
瀬
海
の
国
王
と
な
っ
て
ゐ
た
の
は
第
三
代
の
文
王
大
欽
茂
で
め
っ
た
。
彼
は
玄
宗
の
開
元
二
十
四
年
（
七
三
六
）
に
即
位

し
て
お
り
、
即
位
と
同
時
に
、
前
王
大
武
芸
が
黒
水
問
題
か
ら
唐
と
国
交
を
断
ち
平
支
を
以
て
争
っ
て
来
た
対
唐
抗
争
方
針
を
一
捕
し
て
修
交

方
針
に
切
換
へ
、
貿
易
の
利
を
逐
ひ
、
文
ル
仙
の
輸
入
を
促
進
す
る
陸
海
の
遣
使
を
盛
ん
に
し
た
。
次
い
で
開
元
末
年
に
突
廠
帝
国
が
瓦
解
す
る

ゃ
、
時
を
移
さ
ず
北
進
し
て
払
担
・
越
喜
・
鉄
利
・
達
垢
等
の
純
通
古
斯
系
綜
輯
諸
族
を
征
服
し
、
彼
等
を
悉
く
直
轄
領
下
に
お
き
、
更
に
黒

水
抹
輔
を
も
覇
厩
し
た
。
即
ち
前
王
大
武
芸
が
生
涯
熱
望
し
つ
つ
果
し
得
な
か
っ
た
北
方
進
出
の
夢
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
欽
茂
は
此
の
新

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
〈
日
野
）
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史
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四

領
域
の
経
営
に
力
を
注
ぎ
、
そ
の
統
治
に
功
を
収
め
、
僅
か
十
年
ば
か
り
で
首
府
を
後
ち
の
中
京
顕
徳
府
に
当
る
地
か
ら
払
浬
の
故
地
た
る
よ

京
龍
泉
府
（
今
の
東
京
城
）
の
地
に
北
遷
し
、
新
領
土
を
加
へ
た
大
樹
海
の
経
営
体
制
を
造
り
上
げ
た
。
安
史
の
乱
が
勃
発
し
た
の
は
此
の
奨

都
か
ら
僅
か
数
年
後
の
こ
と
で
み
る
。
既
に
新
領
域
の
統
治
体
制
を
整
へ
て
国
力
の
一
段
と
強
佑
し
て
ゐ
た
溺
海
と
し
て
此
の
好
機
を
見
逃
す

べ
き
で
な
く
、
此
所
に
欽
茂
は
叉
も
や
小
高
句
麗
国
占
領
の
成
果
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
但
し
彼
は
申
国
と
の
抗
争
は
極
力
回
避
す
る
此
れ
迄

の
方
針
を
守
っ
て
内
乱
そ
の
も
の
に
は
終
に
介
入
し
な
か
っ
た
。
嘗
て
北
方
の
純
通
古
斯
系
株
輯
諸
族
の
併
呑
と
そ
の
統
治
に
成
果
を
あ
げ
た

欽
茂
が
新
に
支
配
下
に
置
い
た
小
高
句
麗
の
統
治
に
失
敗
し
た
と
は
考
へ
難
い
。
巧
に
此
れ
ぞ
経
営
し
潮
海
の
繁
栄
に
結
び
つ
け
て
行
っ
た
で

あ
ら
う
。
彼
の
在
位
は
徳
宗
の
員
一
克
九
年
（
七
九
三
）
ま
で
続
き
、
此
の
年
、
治
世
五
十
八
年
の
輝
か
し
い
生
涯
ぞ
終
へ
て
ゐ
る
。

註

203 

天
宝
一
元
年
の
十
節
度
使
一
覧
記
事
に
よ
っ
て
安
禄
山
の
兼
任
に
帰
し
た

三
藩
の
兵
力
を
見
る
に
、
箔
陽
が
九
万
一
千
四
百
人
、
平
躍
が
三
万
七

千
五
百
人
、
河
東
が
五
万
五
千
人
で
、
合
計
は
十
八
万
人
を
越
え
る
o

天
宝
二
年
の
平
慮
の
数
軍
団
増
設
か
ら
察
せ
ら
れ
る
如
く
、
そ
の
後
の

軍
拡
そ
考
慮
に
入
れ
る
と
、
天
宝
十
四
年
末
の
挙
兵
当
時
の
禄
山
指
蹴

下
の
兵
力
は
二
十
万
を
遥
か
に
越
え
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
呼
号
二
十
万
、

実
数
十
五
万
と
云
は
れ
る
兵
力
は
禄
山
の
南
下
作
戦
に
参
加
し
た
も
の

の
み
の
数
で
あ
ら
う
。
南
下
車
の
主
力
は
箔
陽
藩
の
兵
と
蕃
兵
と
で
、

平
慮
藩
や
河
東
藩
の
兵
は
殆
ん
ど
動
い
て
ゐ
な
い
様
で
あ
る
。

資
治
通
鑑
巻
こ
に
よ
る
。

一七

旧
唐
書
巻
一
劉
全
諒
伝
。

四
五
・

右
に
同
じ
。

206 205 204 

209 208 207 

旧
唐
書
巻
一
李
忠
臣
伝
。

四
五

旧
唐
書
巻
ト
、
新
肩
書
巻
一
の
各
顔
真
卿
伝
に
よ
る
。

ニ

ノ

互

三

治
州
は
徳
宗
の
貞
一
克
三
年
に
至
り
そ
の
弓
高
・
東
光
・
臨
津
の
三
県
を

割
い
て
景
州
を
置
い
た
。
従
っ
て
地
理
志
に
は
七
県
と
あ
る
が
、
天
宝

年
間
に
は
十
県
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
景
州
の
一
円
口
数
は
、
天

宝
以
後
の
設
置
に
か
か
る
州
と
し
て
地
理
志
に
は
伝
へ
ら
れ
て
い
な

い
。
地
理
志
の
天
宝
の
治
州
一
戸
口
数
が
此
の
景
州
に
移
し
た
三
県
分
を

差
引
い
た
残
り
の
七
県
分
の
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
さ
う
し
た
操

作
を
し
な
い
十
県
分
ま
ま
の
も
の
で
あ
る
か
、
究
明
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
恐
ら
く
十
県
分
の
ま
ま
の
も
の
で
あ
ら
う
。

深
州
の
一
戸
数
は
新
唐
警
の
・
地
理
志
に
「
万
八
千
八
百
二
十
五
」
と
あ

り
、
旧
臨
明
書
の
地
理
志
も
此
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
仮
り
に
万
八
千
余

と
す
れ
ば
、
一
一
戸
当
り
の
口
数
は
二
十
人
近
く
と
な
り
、
一
戸
と
口
と
の

関
係
が
頗
る
不
均
衡
と
な
る
o

河
北
道
の
平
均
一
戸
口
率
は
一
戸
六
人
余

210 
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で
あ
る
か
ら
、
比
の
率
か
ら
考
へ
て
万
八
千
余
は
五
万
八
千
余
の
誤
り

で
あ
ら
う
と
推
定
し
た
・

資
治
適
時
監
噌
一
）
至
徳
一
元
年
六
月
の
条
、
旧
唐
書
巻
一
劉
全
諒
伝
、
同
巻

－J

四
五

・
李
忠
臣
伝
、
新
膚
書
巻
二
李
忠
臣
伝
等
に
よ
る
。

二
四

満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
第
一
冊
所
載
、
松
井
等
学
士
「
契
丹
勃
興
史

」
に
よ
る
。
但
し
比
の
比
定
に
は
全
く
再
考
の
余
地
が
な
い
と
も
云
へ

な
い
様
で
あ
る
。

唐
書
の
地
理
志
に
は
此
の
方
面
に
於
い
て
魯
城
の
名
は
見
出
せ
な
い
。

旧
い
名
で
あ
ら
う
。

景
城
は
治
州
の
郡
名
。
今
の
治
県
の
東
南
に
治
す
。
河
閣
は
滅
州
の
郡

名
。
今
の
河
間
県
に
治
す
。
平
原
は
徳
州
の
郡
名
。
今
の
徳
岡
県
に
治
す
。

楽
安
は
様
州
の
郡
名
。
今
の
憲
民
県
の
南
に
治
す
。

前
出
の
松
井
等
氏
「
契
丹
勃
興
史
」
の
註
目
、
及
び
歴
史
地
理
二
六
巻

一
号
所
載
の
同
氏
「
唐
宋
の
史
籍
よ
り
見
た
る
天
津
地
方
の
地
形
変

化
」
等
参
照
。

今
の
山
東
省
の
穣
県
の
東
に
治
す

資
治
通
鑑
巻
二
至
徳
二
年
十
二
月
の
条
。

ニ
O

資
治
通
鑑
巻
一
一
。
旧
麿
書
巻
一
侯
希
逸
伝
。

二
O

二
四

今
の
河
南
省
・
開
封
県
に
治
す
。

旧
唐
香
鴎
－
r董
秦
伝
、
同
書
雄
一
山
史
思
明
伝
等
に
よ
る
。

旧
宙
開
書
巻
一
、
新
暦
書
巻
一
の
各
田
神
功
伝
に
よ
る
。

一

一

四

四

四

資
治
通
鑑
に
「
神
功
入
広
陵
及
楚
州
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
胡
註
は
神

功
の
進
軍
を
楚
州
か
ら
広
陵
に
向
っ
た
も
の
と
解
し
、
従
っ
て
右
の

212 213 214 215 222 221 220 219 218 217 216 

224 223 

「
入
広
陵
及
楚
州
」
と
あ
る
は
「
入
楚
州
及
広
陵
」
と
す
べ
き
で
あ
る

と
論
じ
て
ゐ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
解
す
る
必
要
は
な
い
。

資
治
通
鑑
三
及
び
旧
唐
書
一
立
、
新
車
普
常
一
の
各
一
疾
希
逸
伝
。

藩
鎮
と
防
禦
使
・
制
史
と
の
統
属
関
係
に
就
い
て
は
東
洋
学
報
四
三
巻

・
四
号
の
拙
稿
「
藩
鎮
体
制
と
直
属
州
」
参
照
。

冊
府
一
苅
亀
巻
一
帝
王
都
・
招
懐
日
・
元
和
十
二
年
三
月
己
巳
の
条
。
東

六
五
・

F

洋
学
報
自
二
六
巻
四
号
至
二
七
巻
三
号
所
載
の
拙
稿
「
唐
代
藩
鎮
の
陵

屋
と
鎮
将
」
第
四
章
等
参
照
。

新
唐
書
晴
四
百
官
志
、
て
典
巻
二
及
び
巻
三
等
に
よ
る
。
四
万
一
戸
以
上

4
ノ

ノ

七

O

が
上
州
、
二
万
戸
以
上
が
中
州
、
以
下
は
下
州
（
関
元
令
）
で
あ
る
。

麿
の
県
は
京
県
・
機
県
・
上
県
・
中
県
・
下
県
等
に
分
た
れ
て
ゐ
た
。

京
県
の
令
は
正
五
品
上
、
畿
同
情
は
正
六
回
開
上
、
上
中
下
県
は
そ
れ
ぞ
れ

従
六
口
問
上
、
正
七
口
同
上
、
従
七
回
同
上
と
な
っ
て
ゐ
た
o
前
註
と
同
じ
諸

書
参
照
。

註

mと
同
じ
諸
書
参
照
。
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前
註
に
同
じ
く
、
尚
新
唐
書
噌
四
を
も
参
照
。

－ノ

輔
国
大
将
軍
は
腐
の
ぼ
例
中
に
見
え
る
。
従
っ
て
日
本
に
来
た
激
海
使

臣
の
輔
国
大
将
軍
が
自
国
の
も
の
か
、
そ
れ
と
も
唐
か
ら
贈
ら
れ
た
も

の
か
、
比
の
点
を
明
か
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
未
だ
な
し
得
て
ゐ
な

、。
百
U
W初

置
の
元
蒐
郡
を
一
般
に
第
一
一
苅
菟
郡
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
そ
の
位
置
に

就
い
て
は
、
今
の
威
興
地
方
な
り
と
す
る
説
と
、
輯
安
の
地
な
り
と
す

る
説
と
が
あ
り
、
前
者
は
単
界
に
有
力
で
あ
る
様
で
あ
る
が
、
実
は
逆

に
輯
安
説
が
正
し
い
と
思
は
れ
る
。
輯
安
説
を
最
も
詳
述
し
た
の
は
、

231 

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
（
日
野
）

五



安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退
と
溺
海
の
小
高
句
麗
国
占
領
〈
日
野
）

233232 

史
学
雑
誌
に
コ
苅
菟
郡
考
」
を
発
表
し
た
李
丙
畳
間
氏
で
あ
る
。
比
の
説

に
焚
す
る
愚
見
の
大
要
は
人
文
二
巻
一
号
に
「
西
蓋
馬
と
馬
質
水
」
と

題
し
て
略
述
し
て
ゐ
る
。

減
州
に
就
い
て
は
更
め
て
詳
述
す
る
。

満
洲
学
報
第
三
輯
所
収
の
同
氏
「
唐
宋
の
遼
東
」
。

ー』ノ、
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The Recession of the Northeastem Policy of the Tang 

(Ji) Dynasty, Caused by the An-Shih (~~) 

Rebellion, and the Occupation of the Small Kao-chu-li 
(,j,_.'A]il) Kingdom by the Po-hai (;i~) Kingdom. 

Kaizaburo HINO 

An-lu-shan, (~~Ll.!), the Chieh-tu-shih (ffi]/Jt{re)of three provinces, 

Fan-yang (ffi~), Ping-lu (Sjljt) and Ho-tung (mfm), rose in a 

great rebellion in the fourteenth year of Tien-pao (;:R'.3s:), (755A. D.). 

Ho-tung was presently recaptured by the government forces. Ping-lu 

was set free from the insurgent army, after the forces there split into 

the governmental camp and the insurgent one and fought each other. 

Thus Fan-yang became the only stronghold of the insurgents. Ping-lu, 

however, became economically distressed, though set free from the 

insurgents of Fan-yang, because the supply routes, both sea and land, 

from Fan - Yang were severed. And the whole army of Ping-lu 

removed southward navigating the Gulf of Po-hai on reed-rafts to 

Shan-tung. Because the forces in Ping - lu were thus lost and Fan

yang became the stronghold of the insurgents, the hegemony of the 

Tang Dynasty over Manchuria, which Tang had overawed with the 

armed forces of these two provinces, was lost. 

Po-hai, catching this opportunity, occupied with armed forces the 

Small Kao-chii-li kingdom, and the latter became subject to the rule of 

Po-hai. Since Po-hai did not advance further westward across the Liao 

(~) River, the Liao-si (~g!j) area remained within the sphere of 

Chinese influence, after the whole army of Ping-lu went to the south, 

and the Chieh-tu-shih of Fan-yang added this area to his domain. 

The Rebellion of An-lu-shan continued for nine years, its leaders 

being changed after his death, from An-ching-hsil (~~*1:i) to 

Shih-ssu-ming (~,WJJ,EJ) and to Shih-chao-i (~~~). During these 

years Po-hai consolidated the system to rule the Small Kao-chii-li 

kingdom. 
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The historical source materials on the occupation of the Small Kao

chii-li kingdom by Po-hai do not exist in China, but remain in Japan. 




